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様
式

１
　
客

観
的

評
価

指
標

に
よ
る
事

業
採

択
の

前
提

条
件

、
事

業
の

効
果

や
必

要
性

の
確

認
の

状
況

四
国

横
断

自
動

車
道

　
阿

南
四

万
十

線
　
阿

南
～

徳
島

東
【
費

用
対

効
果

分
析

等
に
係

る
項

目
は

、
平

成
2
3
年

度
評

価
時

点
】

四
国

地
方

整
備

局

●
事
業
採
択
の
前
提
条
件
を
確
認
す
る
た
め
の

指
標

前
提

条
件

事
業

の
効

率
性

■
便

益
が

費
用

を
上

回
っ

て
い

る
全

　
体

：
費

用
便

益
比

（
3
便

益
）

（
B
/
C
）

=
1
.
5
（

経
済

的
純

現
在

価
値

(
B
-
C
)
=
5
3
8
億

円
、

経
済

的
内

部
収

益
率

(
E
I
R
R
)
=
6
.
3
%
）

残
事

業
：

費
用

便
益

比
（

3
便

益
）

（
B
/
C
）

=
1
.
8
（

経
済

的
純

現
在

価
値

(
B
-
C
)
=
7
2
9
億

円
、

経
済

的
内

部
収

益
率

(
E
I
R
R
)
=
8
.
1
%
）

●
事

業
の

効
果

や
必

要
性

を
評

価
す

る
た

め
の

指
標

大
項

目
中

項
目

１
．

活
力

●
現

道
等

の
年

間
時

間
損

失
及

び
削

減
率

四
国

横
断

自
動

車
道

・
阿

南
～

徳
島

東
へ

の
交

通
転

換
に

よ
り

、
並

行
区

間
等

の
年

間
時

間
損

失
の

削
減

が
見

込
ま

れ
る

時
間

損
失

削
減

量
：

1
,
5
4
6
千

人
時

間
/
年

(
2
,
2
0
2
千

人
時

間
/
年

⇒
6
5
6
千

人
時

間
/
年

)
損

失
削

減
率

：
7
0
％

■
並

行
区

間
等

に
お

け
る

混
雑

時
旅

行
速

度
が

2
0
k
m
/
h
未

満
で

あ
る

区
間

の
旅

行
速

度
の

改
善

が
期

待
さ

れ
る

徳
島

市
や

小
松

島
市

内
の

混
雑

区
間

の
旅

行
速

度
の

向
上

が
見

込
ま

れ
る

国
道

1
1
号

：
1
2
.
7
k
m
/
h
⇒

2
9
.
4
k
m
/
h

国
道

5
5
号

：
1
9
.
7
k
m
/
h
⇒

3
7
.
7
k
m
/
h

■
並

行
区

間
等

に
、

当
該

路
線

の
整

備
に

よ
り

利
便

性
の

向
上

が
期

待
で

き
る

バ
ス

路
線

が
存

在
す

る
又

は
新

た
な

バ
ス

路
線

が
期

待
で

き
る

徳
島

市
内

や
小

松
島

市
内

の
バ

ス
路

線
の

利
便

性
向

上
が

期
待

さ
れ

る
徳

島
バ

ス
（

路
線

バ
ス

）
、

徳
島

市
営

バ
ス

（
路

線
バ

ス
）

、
小

松
島

市
営

バ
ス

（
路

線
バ

ス
）

□
新

幹
線

駅
も

し
く

は
特

急
停

車
駅

へ
の

ア
ク

セ
ス

向
上

が
見

込
ま

れ
る

―

■
第

一
種

空
港

、
第

二
種

空
港

、
第

三
種

空
港

も
し

く
は

共
用

飛
行

場
へ

の
ア

ク
セ

ス
向

上
が

見
込

ま
れ

る
阿

南
市

か
ら

徳
島

阿
波

お
ど

り
空

港
へ

の
ア

ク
セ

ス
向

上
が

見
込

ま
れ

る
阿

南
市

～
徳

島
阿

波
お

ど
り

空
港

：
2
1
分

短
縮

(
6
9
分

⇒
4
8
分

)

■
特

定
重

要
港

湾
も

し
く

は
国

際
コ

ン
テ

ナ
航

路
の

発
着

港
湾

へ
の

ア
ク

セ
ス

向
上

が
見

込
ま

れ
る

徳
島

市
以

北
か

ら
徳

島
小

松
島

港
へ

の
ア

ク
セ

ス
向

上
が

見
込

ま
れ

る
松

茂
町

～
小

松
島

港
：

1
3
分

短
縮

（
4
8
分

⇒
3
5
分

）

■
農

林
水

産
業

を
主

体
と

す
る

地
域

か
ら

大
都

市
圏

へ
の

農
林

水
産

品
の

流
通

の
利

便
性

向
上

が
見

込
ま

れ
る

県
南

部
に

お
け

る
農

林
水

産
品

の
流

通
の

利
便

性
向

上
が

見
込

ま
れ

る
（

阿
波

尾
鶏

、
キ

ュ
ウ

リ
、

太
刀

魚
、

ア
ワ

ビ
、

伊
勢

エ
ビ

等
）

海
陽

町
～

神
戸

市
：

3
0
分

短
縮

（
1
9
4
分

⇒
1
6
4
分

）

都
市

の
再

生
□

都
市

再
生

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
支

援
す

る
事

業
で

あ
る

―

□
三

大
都

市
圏

の
環

状
道

路
を

形
成

す
る

―

□
市

街
地

再
開

発
、

区
画

整
理

等
の

沿
道

ま
ち

づ
く

り
と

の
連

携
あ

り
―

■
当

該
路

線
が

新
た

に
拠

点
都

市
間

を
高

規
格

幹
線

道
路

で
連

絡
す

る
ル

ー
ト

を
構

成
す

る
地

方
拠

点
都

市
「

徳
島

東
部

」
～

「
な

ん
ご

く
・

こ
う

ち
」

を
連

絡
す

る
四

国
８

の
字

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
一

部
を

構
成

徳
島

市
～

高
知

県
東

洋
町

：
1
8
分

短
縮

（
1
2
3
分

⇒
1
0
5
分

）

■
当

該
路

線
が

隣
接

し
た

日
常

生
活

圏
中

心
都

市
間

を
最

短
時

間
で

連
絡

す
る

路
線

を
構

成
す

る
日

常
活

動
圏

中
心

都
市

間
を

最
短

時
間

で
連

結
す

る
路

線
を

構
成

徳
島

市
～

阿
南

市
：

9
分

短
縮

（
4
6
分

⇒
3
7
分

）

□
日

常
活

動
圏

の
中

心
都

市
へ

の
ア

ク
セ

ス
向

上
が

見
込

ま
れ

る
―

■
拠

点
開

発
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
、

地
域

連
携

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

、
大

規
模

イ
ベ

ン
ト

を
支

援
す

る
辰

巳
工

業
団

地
（

阿
南

市
）

、
大

潟
新

浜
工

業
団

地
（

阿
南

市
）

、
徳

島
県

南
部

運
動

公
園

（
阿

南
市

）
、

徳
島

県
Ｌ

Ｅ
Ｄ

バ
レ

イ
構

想
を

支
援

■
I
C
等

か
ら

の
ア

ク
セ

ス
が

向
上

す
る

主
要

な
観

光
地

が
存

在
す

る
阿

南
Ｉ

Ｃ
の

新
設

に
よ

り
室

戸
阿

南
海

岸
国

定
公

園
、

室
戸

ジ
オ

パ
ー

ク
等

へ
の

ア
ク

セ
ス

が
向

上
阿

波
お

ど
り

会
館

（
徳

島
市

）
～

う
み

が
め

博
物

館
（

美
波

町
）

：
1
8
分

短
縮

（
8
3
分

⇒
6
5
分

）

個
性

あ
る

地
域

の
形

成

事
業
名

事
業
主
体

指
　

　
標

物
流

効
率

化
の

支
援

円
滑

な
モ

ビ
リ

テ
ィ

の
確

保

指
標

チ
ェ

ッ
ク

の
根

拠

指
標

チ
ェ

ッ
ク

の
根

拠
政

策
目

標
指

　
　

標

国
土

・
地

域
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

1



□
新

規
整

備
の

公
共

公
益

施
設

へ
直

結
す

る
道

路
で

あ
る

―

２
．

暮
ら

し
安

全
で

安
心

で
き

る
く

ら
し

の
確

保
■

三
次

医
療

施
設

へ
の

ア
ク

セ
ス

向
上

が
見

込
ま

れ
る

３
次

医
療

施
設

：
徳

島
赤

十
字

病
院

へ
の

搬
送

時
間

が
短

縮
し

、
重

篤
患

者
の

救
命

率
向

上
が

見
込

ま
れ

る
県

立
海

部
病

院
（

牟
岐

町
）

～
徳

島
赤

十
字

病
院

（
小

松
島

市
）

：
5
分

短
縮

(
7
1
分

⇒
6
6
分

)

３
．

安
全

安
全

な
生

活
環

境
の

確
保

■
並

行
区

間
等

に
死

傷
事

故
率

が
5
0
0
件

/
億

台
キ

ロ
以

上
で

あ
る

区
間

が
存

す
る

場
合

に
お

い
て

、
交

通
量

の
減

少
に

よ
り

、
当

該
区

間
の

安
全

性
の

向
上

が
期

待
で

き
る

通
過

交
通

の
転

換
に

よ
り

、
並

行
区

間
に

お
け

る
安

全
性

の
向

上
が

期
待

さ
れ

る
国

道
5
5
号

大
林

北
交

差
点

：
5
7
1
.
3
件

/
億

台
キ

ロ

災
害

へ
の

備
え

■
対

象
区

間
が

、
都

道
府

県
地

域
防

災
計

画
、

緊
急

輸
送

道
路

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

計
画

又
は

地
震

対
策

緊
急

整
備

事
業

計
画

に
位

置
づ

け
が

あ
る

、
又

は
地

震
防

災
緊

急
事

業
五

ヶ
年

計
画

に
位

置
づ

け
の

あ
る

路
線

（
以

下
「

緊
急

輸
送

道
路

」
と

い
う

）
と

し
て

位
置

づ
け

あ
り

第
１

次
緊

急
輸

送
道

路
指

定
「

徳
島

県
緊

急
輸

送
道

路
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
計

画
」

（
H
2
4
.
5
）

に
お

い
て

、
対

象
区

間
は

現
道

（
国

道
5
5
号

、
国

道
5
5
号

阿
南

道
路

）
と

と
も

に
、

第
１

次
緊

急
輸

送
確

保
路

線
に

指
定

■
緊

急
輸

送
道

路
が

通
行

止
に

な
っ

た
場

合
に

大
幅

な
迂

回
を

強
い

ら
れ

る
区

間
の

代
替

路
線

を
形

成
す

る
第

一
次

緊
急

輸
送

道
路

の
国

道
1
1
号

、
国

道
5
5
号

を
代

替
す

る
（

徳
島

市
～

阿
南

市
）

□
並

行
す

る
高

速
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

代
替

路
線

と
し

て
機

能
す

る
―

□
並

行
区

間
等

の
事

前
通

行
規

制
区

間
、

特
殊

通
行

規
制

区
間

又
は

冬
期

交
通

障
害

区
間

の
代

替
路

線
を

形
成

す
る

―

地
球

環
境

の
保

全
●

対
象

道
路

の
整

備
に

よ
り

削
減

さ
れ

る
自

動
車

か
ら

の
C
O
2
排

出
量

C
O
2
排

出
量

の
削

減
が

見
込

ま
れ

る
C
O
2
排

出
削

減
量

：
4
千

t
-
C
O
2
/
年

(
5
8
6
千

t
-
C
O
2
/
年

⇒
5
8
2
千

t
-
C
O
2
/
年

)
C
O
2
排

出
削

減
率

：
1
％

●
並

行
区

間
等

に
お

け
る

自
動

車
か

ら
の

N
O
2
排

出
削

減
率

N
O
2
排

出
量

の
削

減
が

見
込

ま
れ

る
N
O
2
排

出
削

減
量

：
1
1
t
-
N
O
2
/
年

(
2
,
0
1
7
t
-
N
O
2
/
年

⇒
2
,
0
0
6
t
-
N
O
2
/
年

)
N
O
2
排

出
削

減
率

：
1
％

●
並

行
区

間
等

に
お

け
る

自
動

車
か

ら
の

S
P
M
排

出
削

減
率

S
P
M
排

出
量

の
削

減
が

見
込

ま
れ

る
S
P
M
排

出
削

減
量

：
3
t
-
S
P
M
/
年

(
1
7
7
t
-
S
P
M
/
年

⇒
1
7
4
t
-
S
P
M
/
年

)
S
P
M
排

出
削

減
率

：
2
％

■
並

行
区

間
等

で
騒

音
レ

ベ
ル

が
夜

間
要

請
限

度
を

超
過

し
て

い
る

区
間

に
つ

い
て

、
新

た
に

要
請

限
度

を
下

回
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
る

区
間

が
あ

る
通

過
交

通
の

転
換

に
よ

り
、

並
行

区
間

に
お

け
る

環
境

基
準

超
過

地
点

の
騒

音
の

低
減

が
期

待
さ

れ
る

□
そ

の
他

、
環

境
や

景
観

上
の

効
果

が
期

待
さ

れ
る

―

５
．

そ
の

他
■

他
機

関
と

の
連

携
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
位

置
づ

け
ら

れ
て

い
る

マ
リ

ン
ピ

ア
沖

洲
整

備
計

画
と

連
携

（
当

該
区

間
の

用
地

確
保

を
行

い
、

広
域

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
整

備
促

進
に

寄
与

す
る

こ
と

が
明

示
）

□
そ

の
他

、
対

象
地

域
や

事
業

に
固

有
の

事
情

等
、

以
上

の
項

目
に

属
さ

な
い

効
果

が
見

込
ま

れ
る

他
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

と
の

関
係

４
．

環
境

生
活

環
境

の
改

善
・

保
全

2



様
式

－
１

　
客

観
的

評
価

指
標

に
よ

る
事

業
採

択
の

前
提

条
件

、
事

業
の

効
果

や
必

要
性

の
確

認
の

状
況

事
業

名
一
般
国
道
1
1
号
　
川
之
江
三
島
バ
イ
パ
ス

【
費

用
対

効
果

分
析

等
に

係
る

項
目

は
、

平
成

2
3
年

度
評

価
時

点
】

事
業

主
体

四
国
地
方
整
備
局

●
事

業
採

択
の

前
提

条
件

を
確

認
す

る
た

め
の

指
標

指
　

　
標

指
標

チ
ェ

ッ
ク

の
根

拠

前
提

条
件

事
業

の
効

率
性

■
便
益
が
費
用
を
上
回
っ
て
い
る

全
　

 体
：
費

用
便

益
比

（
3
便

益
）
（
B

/
C

）
=
3
.6

　
（
経

済
的

純
現

在
価

値
（
B

-
C

）
=
2
,2

0
6
億

円
、

経
済

的
内

部
収

益
率

（
E
IR

R
）
=
1
0
.9

%
）

残
事

業
：
費

用
便

益
比

（
3
便

益
）
（
B

/
C

）
=
5
.3

　
（
経

済
的

純
現

在
価

値
（
B

-
C

）
=
  

7
4
8億

円
、

経
済

的
内

部
収

益
率

（
E
IR

R
）
=
1
4
.0

%
）

●
事

業
の

効
果

や
必

要
性

を
評

価
す

る
た

め
の

指
標

政
策

目
標

指
　

　
標

　
指

標
チ

ェ
ッ

ク
の

根
拠

１
．

活
力

円
滑

な
モ

ビ
リ

テ
ィ

の
確

保
●

現
道
等
の
年
間
時
間
損
失
及
び
削
減
率

時
間

損
失

削
減

量
：

2
6
7
 
万

人
時

間
/
年

損
失

削
減

率
6
6
.
5
％

■
現
道
等
に
お
け
る
混
雑
時
旅
行
速
度
が
2
0
k
m
/
h
未

満
で

あ
る

区
間

の
旅

行
速

度
の

改
善

が
期

待
さ

れ
る

現
道

区
間

の
混

雑
時

旅
行

速
度

1
2
.
6
k
m
/
h
⇒

2
0
.
9
k
m
/
h

□
現
道
又
は
並
行
区
間
等
に
お
け
る
踏
切
交
通
遮
断

量
が

1
0
,
0
0
0
台

時
/
日

以
上

の
踏

切
道

の
除

却
も

し
く

は
交

通
改

善
が

期
待

さ
れ
る

■
現
道
等
に
、
当
該
路
線
の
整
備
に
よ
り
利
便
性

の
向

上
が

期
待

で
き

る
バ

ス
路

線
が

存
在

す
る

せ
と

う
ち

バ
ス

が
運

行
し

て
お

り
、

所
要

時
間

が
短

縮
（

定
時

性
が

向
上

）
す

る
見

込
み

■
新
幹
線
駅
も
し
く
は
特
急
停
車
駅
へ
の
ア
ク
セ

ス
向

上
が

見
込

ま
れ

る
J
R
 
伊

予
三

島
駅

、
J
R
 
川

之
江

駅
井

地
交

差
点

～
J
R
伊

予
三

島
駅

 
2
0
 
分

⇒
1
6
 
分

■
第
一
種
空
港
、
第
二
種
空
港
、
第
三
種
空
港
も

し
く

は
共

用
飛

行
場

へ
の

ア
ク

セ
ス

向
上

が
見

込
ま

れ
る

高
松

、
松

山
、

高
知

龍
馬

空
港

（
第
二

種
空

港
）

四
国

中
央

市
市

役
所

～
三

島
川

之
江
I
C
 
1
1
 
分

⇒
5
 
分

物
流

効
率

化
の

支
援

■
重
要
港
湾
も
し
く
は
特
定
重
要
港
湾
へ
の
ア
ク
セ

ス
向

上
が

見
込

ま
れ

る
三

島
川

之
江

港
（

重
要

港
湾

）
三

島
川

之
江

港
(
東

部
地

区
)
～

三
島

川
之

江
I
C
 
2
5
 
分

⇒
1
6
 
分

三
島

川
之

江
港

(
金

子
地

区
)
～

三
島

川
之

江
I
C
 
1
8
 
分

⇒
9
 
分

□
農
林
水
産
業
を
主
体
と
す
る
地
域
に
お
い
て
農

林
水

産
品

の
流

通
の

利
便

性
が

向
上

が
見

込
ま

れ
る

□
現
道
等
に
お
け
る
、
総
重
量
2
5
t
の
車
両
も
し
く
は

I
S
O
規

格
背

高
海

上
コ

ン
テ

ナ
輸

送
車

が
通

行
で

き
な

い
区

間
を

解
消

す
る

3



１
．

活
力

都
市

の
再

生
□

都
市
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
援
す
る
事
業
で

あ
る

□
広
域
道
路
整
備
基
本
計
画
に
位
置
づ
け
の
あ
る

環
状

道
路

を
形

成
す

る

■
市
街
地
再
開
発
、
区
画
整
理
等
の
沿
道
ま
ち
づ

く
り

と
の

連
携

あ
り

下
秋

則
土

地
区

画
整

理
事

業
(
H
6
～

H
1
1
 
完

了
)
、

宮
川

周
辺

地
区

ま
ち

づ
く

り
総

合
支

援
事

業
、

江
之

元
地

区
住

宅
市

街
地

総
合

整
備

事
業

■
中
心
市
街
地
内
で
行
う
事
業
で
あ
る

四
国

中
央

市
人

口
集

中
地

区
（

D
I
D
 
地

区
）

■
幹
線
都
市
計
画
道
路
網
密
度
が
1
.
5
k
m
/
k
m
2
以
下

で
あ

る
市

街
地

内
で

の
事

業
で

あ
る

幹
線

都
市

計
画

道
路

網
密

度
が

0
.
2
0
k
m
/
k
m
2
 
で

あ
る

市
街

地
内

で
の

事
業

■
D
I
D
区
域
内
の
都
市
計
画
道
路
整
備
で
あ
り
、
市
街

地
の

都
市

計
画

道
路

網
密

度
が

向
上

す
る

幹
線

都
市

計
画

道
路

網
密

度
が

0
.
2
2
k
m
/
k
m
2
 
に

向
上

□
対
象
区
間
が
現
在
連
絡
道
路
が
な
い
住
宅
宅
地
開

発
(
3
0
0
戸

以
上

又
は

1
6
h
a
以

上
、

大
都

市
に

お
い

て
は

1
0
0
戸

以
上

又
は

5
h
a

以
上
)
へ
の
連
絡
道
路
と
な
る

国
土

・
地

域
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

□
高
速
自
動
車
国
道
と
並
行
す
る
自
専
道
（
A
'
路

線
）

と
し

て
の

位
置

づ
け

有
り

□
地
域
高
規
格
道
路
の
位
置
づ
け
あ
り

□
当
該
路
線
が
新
た
に
拠
点
都
市
間
を
高
規
格
幹
線

道
路

で
連

絡
す

る
ル

ー
ト

を
構

成
す

る

□
当
該
路
線
が
隣
接
し
た
日
常
活
動
圏
中
心
都
市
間

を
最

短
時

間
で

連
絡

す
る

路
線

を
構

成
す

る

□
現
道
等
に
お
け
る
交
通
不
能
区
間
を
解
消
す
る

□
現
道
等
に
お
け
る
大
型
車
の
す
れ
違
い
困
難
区
間

を
解

消
す

る

■
日
常
活
動
圏
の
中
心
都
市
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
が

見
込

ま
れ

る
旧

川
之

江
市

～
旧

伊
予

三
島

市
　

1
8
 
分

⇒
9
 
分

個
性

あ
る

地
域

の
形

成
□

鉄
道
や
河
川
等
に
よ
り
一
体
的
発
展
が
阻
害
さ
れ

て
い

る
地

区
を

解
消

す
る

■
拠
点
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
地
域
連
携
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

、
大

規
模

イ
ベ

ン
ト

を
支

援
す

る
国

際
物

流
タ

ー
ミ

ナ
ル

整
備

事
業

、
四

国
ロ

ジ
サ

イ
ト

整
備

■
主
要
な
観
光
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
が
期
待
さ
れ

る
翠

波
高

原
、

紙
の

ま
ち

資
料

館
、

四
国

八
十

八
ヶ

所
霊

場
第

6
5
 
番

札
所

三
角

寺
三

島
川

之
江

I
C
～

翠
波

高
原

　
2
8
 
分

⇒
1
9
 
分

□
新
規
整
備
の
公
共
公
益
施
設
へ
直
結
す
る
道
路

で
あ

る

２
．

暮
ら

し
歩

行
者

･
自

転
車

の
た

め
の

生
活

空
間

の
形

成
□

自
転
車
交
通
量
が
5
0
0
台
/
日
以
上
、
自
動
車
交
通

量
が

1
,
0
0
0
台

/
1
2
h
以

上
、

歩
行

者
交

通
量

が
5
0
0
人

/
日

以
上

の
全

て
に

該
当
す
る
区
間
に
お
い
て
、
自
転
車
利
用
空
間
を
整

備
す

る
こ

と
に

よ
り

、
当

該
区

間
の

歩
行

者
・

自
転

車
の

通
行

の
快

適
・

安
全
性
の
向
上
が
期
待
で
き
る

□
バ
リ
ア
フ
リ
ー
新
法
に
基
づ
く
特
定
道
路
が
新

た
に

バ
リ

ア
フ

リ
ー

化
さ

れ
る

無
電

柱
化

に
よ

る
美

し
い

町
並

み
の

形
成

□
対
象
区
間
が
電
線
類
地
中
化
５
ヶ
年
計
画
に
位

置
づ

け
有

り

4



□
市
街
地
又
は
歴
史
景
観
地
区
（
歴
史
的
風
土
特
別

保
存

区
域

及
び

重
要

伝
統

的
建

造
物

保
存

地
区

）
の

幹
線

道
路

に
お

い
て

新
た
に
無
電
柱
化
を
達
成
す
る

安
全

で
安

心
で

き
る

く
ら

し
の

確
保

■
三
次
医
療
施
設
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
が
見
込
ま
れ

る
東

予
救

命
救

急
セ

ン
タ

ー
(
県

立
新

居
浜

病
院

)
四

国
中

央
市

市
役

所
～

東
予

救
命

救
急

セ
ン

タ
ー

　
3
3
 
分

⇒
2
7
 
分

３
．

安
全

安
全

な
生

活
環

境
の

確
保

□
現
道
等
に
死
傷
事
故
率
が
5
0
0
件
/
億
台
キ
ロ
以
上

で
あ

る
区

間
が

存
す

る
場

合
に

お
い

て
、

交
通

量
の

減
少

、
歩

道
の

設
置

又
は
線
形
不
良
区
間
の
解
消
等
に
よ
り
、
当
該
区
間

の
安

全
性

の
向

上
が

期
待

で
き

る

■
当
該
区
間
の
自
動
車
交
通
量
が
1
,
0
0
0
台
/
1
2
h
以
上

（
当

該
区

間
が

通
学

路
で

あ
る

場
合

は
5
0
0
台

/
1
2
h
以

上
）

か
つ

歩
行

者
交

通
量
1
0
0
人
/
日
以
上
（
当
該
区
間
が
通
学
路
で
あ

る
場

合
は

学
童

、
園

児
が

4
0
人

/
日

以
上

）
の

場
合

、
又

は
歩

行
者

交
通

量
5
0
0
人
/
日
以
上
の
場
合
に
お
い
て
、
歩
道
が
無
い

又
は

狭
小

な
区

間
に

歩
道

が
設

置
さ

れ
る

【
現

道
の

交
通

量
（

H
1
7
 
セ

ン
サ

ス
：

1
0
0
2
】

・
自

動
車

 
1
9
,
4
8
8
 
台

/
1
2
h

・
歩

行
者

 
1
3
5
 
人

/
1
2
h

災
害

へ
の

備
え

□
近
隣
市
へ
の
ル
ー
ト
が
１
つ
し
か
な
く
、
災
害
に

よ
る

１
～

２
箇

所
の

道
路

寸
断

で
孤

立
化

す
る

集
落

を
解

消
す

る

■
対
象
区
間
が
、
都
道
府
県
地
域
防
災
計
画
、
緊
急

輸
送

道
路

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

計
画

又
は

地
震

対
策

緊
急

整
備

事
業

計
画

に
位

置
づ
け
が
あ
る
、
又
は
地
震
防
災
緊
急
事
業
五
ヶ
年

計
画

に
位

置
づ

け
の

あ
る

路
線

（
以

下
「

緊
急

輸
送

道
路

」
と

い
う

）
と

し
て
位
置
づ
け
あ
り

愛
媛

県
地

域
防

災
計

画
に

お
い

て
第

一
次

緊
急

輸
送

道
路

に
指

定

■
緊
急
輸
送
道
路
が
通
行
止
に
な
っ
た
場
合
に
大

幅
な

迂
回

を
強

い
ら

れ
る

区
間

の
代

替
路

線
を

形
成

す
る

松
山

自
動

車
道

、
国

道
1
1
 
号

現
道

、
等

□
並
行
す
る
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
代
替
路
線
と

し
て

機
能

す
る

（
A
'
路

線
と

し
て

の
位

置
づ

け
が

あ
る

場
合

）

□
現
道
等
の
防
災
点
検
又
は
震
災
点
検
要
対
策
箇
所

も
し

く
は

架
替

の
必

要
の

あ
る

老
朽

橋
梁

に
お

け
る

通
行

規
制

等
が

解
消

さ
れ
る

□
現
道
等
の
事
前
通
行
規
制
区
間
、
特
殊
通
行
規

制
区

間
又

は
冬

期
交

通
障

害
区

間
を

解
消

す
る

４
．

環
境

地
球

環
境

の
保

全
●

対
象
道
路
の
整
備
に
よ
り
削
減
さ
れ
る
自
動
車

か
ら

の
C
O
2
排

出
量

C
O
2
 
排

出
削

減
量

：
2
0
 
千

t
-
C
O
2
/
年

C
O
2
 
排

出
削

減
率

：
6
.
4
％

生
活

環
境

の
改

善
・

保
全

●
現
道
等
に
お
け
る
自
動
車
か
ら
の
N
O
2
排
出
削
減

率
N
O
2
 
排

出
削

減
量

：
8
2
.
8
t
-
N
O
X
/
年

N
O
2
 
排

出
削

減
率

：
5
2
％

●
現
道
等
に
お
け
る
自
動
車
か
ら
の
S
P
M
排
出
削
減
率

S
P
M
 
排

出
削

減
量

：
7
.
8
t
-
S
P
M
/
年

S
P
M
 
排

出
削

減
率

：
5
2
％

■
現
道
等
で
騒
音
レ
ベ
ル
が
夜
間
要
請
限
度
を
超
過

し
て

い
る

区
間

に
つ

い
て

、
新

た
に

要
請

限
度

を
下

回
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
る
区
間
が
あ
る

騒
音

の
低

減
が

期
待

さ
れ

る

□
そ
の
他
、
環
境
や
景
観
上
の
効
果
が
期
待
さ
れ

る

□
関
連
す
る
大
規
模
道
路
事
業
と
一
体
的
に
整
備

す
る

必
要

あ
り

□
他
機
関
と
の
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
位
置
づ
け
ら

れ
て

い
る

そ
の

他
■

そ
の
他
、
対
象
地
域
や
事
業
に
固
有
の
事
情
等

、
以

上
の

項
目

に
属

さ
な

い
効

果
が

見
込

ま
れ

る
公

共
交

通
手

段
（

高
速

バ
ス

・
鉄

道
）

の
乗

り
継

ぎ
利

便
性

向
上

5



様
式

－
１

　
客

観
的

評
価

指
標

に
よ

る
事

業
採

択
の

前
提

条
件

、
事

業
の

効
果

や
必

要
性

の
確

認
の

状
況

事
業

名
一
般
国
道
1
1
号
　
新
居
浜
バ
イ
パ
ス

【
費

用
対

効
果

分
析

等
に

係
る

項
目

は
、

平
成

2
3
年

度
評

価
時

点
】

事
業

主
体

四
国
地
方
整
備
局

●
事

業
採

択
の

前
提

条
件

を
確

認
す

る
た

め
の

指
標

指
　

　
標

指
標

チ
ェ

ッ
ク

の
根

拠

前
提

条
件

事
業

の
効

率
性

■
便
益
が
費
用
を
上
回
っ
て
い
る

全
　

 体
：
費

用
便

益
比

（
3
便

益
）
（
B

/
C

）
=
1
.4

　
（
経

済
的

純
現

在
価

値
（
B

-
C

）
=
2
3
3
億

円
、

経
済

的
内

部
収

益
率

（
E
IR

R
）
=
5
.7

%
）

残
事

業
：
費

用
便

益
比

（
3
便

益
）
（
B

/
C

）
=
2
.7

　
（
経

済
的

純
現

在
価

値
（
B

-
C

）
=
3
6
8
億

円
、

経
済

的
内

部
収

益
率

（
E
IR

R
）
=
1
3
.2

%
）

●
事

業
の

効
果

や
必

要
性

を
評

価
す

る
た

め
の

指
標

政
策

目
標

指
　

　
標

　
指

標
チ

ェ
ッ

ク
の

根
拠

１
．

活
力

円
滑

な
モ

ビ
リ

テ
ィ

の
確

保
●

現
道
等
の
年
間
時
間
損
失
及
び
削
減
率

時
間

損
失

削
減

量
：

1
3
9
 
万

人
時

間
/
年

損
失

削
減

率
9
1
.
4
％

■
現
道
等
に
お
け
る
混
雑
時
旅
行
速
度
が
2
0
k
m
/
h
未

満
で

あ
る

区
間

の
旅

行
速

度
の

改
善

が
期

待
さ

れ
る

並
行

区
間

の
混

雑
時

旅
行

速
度

1
3
.
8
k
m
/
h
⇒

2
5
.
0
k
m
/
h

□
現
道
又
は
並
行
区
間
等
に
お
け
る
踏
切
交
通
遮
断

量
が

1
0
,
0
0
0
台

時
/
日

以
上

の
踏

切
道

の
除

却
も

し
く

は
交

通
改

善
が

期
待

さ
れ
る

■
現
道
等
に
、
当
該
路
線
の
整
備
に
よ
り
利
便
性

の
向

上
が

期
待

で
き

る
バ

ス
路

線
が

存
在

す
る

せ
と

う
ち

バ
ス

が
運

行
し

て
お

り
、

所
要

時
間

が
短

縮
（

定
時

性
が

向
上

）
す

る
見

込
み

■
新
幹
線
駅
も
し
く
は
特
急
停
車
駅
へ
の
ア
ク
セ

ス
向

上
が

見
込

ま
れ

る
大

生
院

地
区

～
J
R
 
新

居
浜

駅
 
2
9
 
分
⇒

1
1
 
分

舟
木

地
区

～
J
R
 
新

居
浜

駅
 
2
4
 
分

⇒
9
 
分

■
第
一
種
空
港
、
第
二
種
空
港
、
第
三
種
空
港
も

し
く

は
共

用
飛

行
場

へ
の

ア
ク

セ
ス

向
上

が
見

込
ま

れ
る

新
居

浜
市

役
所

～
松

山
空

港
 
8
4
 
分
⇒

6
7
 
分

物
流

効
率

化
の

支
援

■
重
要
港
湾
も
し
く
は
特
定
重
要
港
湾
へ
の
ア
ク

セ
ス

向
上

が
見

込
ま

れ
る

い
よ

西
条

I
C
～

新
居

浜
港

 
3
7
 
分

⇒
1
9
 
分

新
居

浜
I
C
～

新
居

浜
港

 
2
8
 
分

⇒
1
6
 
分

□
農
林
水
産
業
を
主
体
と
す
る
地
域
に
お
い
て
農

林
水

産
品

の
流

通
の

利
便

性
が

向
上

が
見

込
ま

れ
る

□
現
道
等
に
お
け
る
、
総
重
量
2
5
t
の
車
両
も
し
く
は

I
S
O
規

格
背

高
海

上
コ

ン
テ

ナ
輸

送
車

が
通

行
で

き
な

い
区

間
を

解
消

す
る
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１
．

活
力

都
市

の
再

生
□

都
市
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
援
す
る
事
業
で

あ
る

□
広
域
道
路
整
備
基
本
計
画
に
位
置
づ
け
の
あ
る

環
状

道
路

を
形

成
す

る

□
市
街
地
再
開
発
、
区
画
整
理
等
の
沿
道
ま
ち
づ

く
り

と
の

連
携

あ
り

□
中
心
市
街
地
内
で
行
う
事
業
で
あ
る

□
幹
線
都
市
計
画
道
路
網
密
度
が
1
.
5
k
m
/
k
m
2
以
下

で
あ

る
市

街
地

内
で

の
事

業
で

あ
る

■
D
I
D
区
域
内
の
都
市
計
画
道
路
整
備
で
あ
り
、
市
街

地
の

都
市

計
画

道
路

網
密

度
が

向
上

す
る

D
I
D
 
地

区
内

で
行

う
事

業

■
対
象
区
間
が
現
在
連
絡
道
路
が
な
い
住
宅
宅
地
開

発
(
3
0
0
戸

以
上

又
は

1
6
h
a
以

上
、

大
都

市
に

お
い

て
は

1
0
0
戸

以
上

又
は

5
h
a

以
上
)
へ
の
連
絡
道
路
と
な
る

住
宅

宅
地

開
発

（
東

田
総

合
開

発
）

（
2
8
.
1
h
a
）

国
土

・
地

域
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

□
高
速
自
動
車
国
道
と
並
行
す
る
自
専
道
（
A
'
路

線
）

と
し

て
の

位
置

づ
け

有
り

□
地
域
高
規
格
道
路
の
位
置
づ
け
あ
り

□
当
該
路
線
が
新
た
に
拠
点
都
市
間
を
高
規
格
幹
線

道
路

で
連

絡
す

る
ル

ー
ト

を
構

成
す

る

■
当
該
路
線
が
隣
接
し
た
日
常
活
動
圏
中
心
都
市
間

を
最

短
時

間
で

連
絡

す
る

路
線

を
構

成
す

る
新

居
浜

西
条

地
方

生
活

圏
～

今
治

地
方

生
活

圏
新

居
浜

西
条

地
方

生
活

圏
～

松
山

地
方

生
活

圏

□
現
道
等
に
お
け
る
交
通
不
能
区
間
を
解
消
す
る

□
現
道
等
に
お
け
る
大
型
車
の
す
れ
違
い
困
難
区

間
を

解
消

す
る

■
日
常
活
動
圏
の
中
心
都
市
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上

が
見

込
ま

れ
る

新
居

浜
市

役
所

～
西

条
市

役
所

 
4
4
 
分

⇒
2
6
 
分

新
居

浜
市

役
所

～
四

国
中

央
市

役
所

 
1
1
5
 
分

⇒
1
1
0
 
分

個
性

あ
る

地
域

の
形

成
□

鉄
道
や
河
川
等
に
よ
り
一
体
的
発
展
が
阻
害
さ
れ

て
い

る
地

区
を

解
消

す
る

■
拠
点
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
地
域
連
携
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

、
大

規
模

イ
ベ

ン
ト

を
支

援
す

る
新

居
浜

太
鼓

ま
つ

り

■
主
要
な
観
光
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
が
期
待
さ
れ

る
い

よ
西

条
I
C
～

広
瀬

歴
史

記
念

館
 
2
3
 
分

⇒
9
 
分

新
居

浜
I
C
～

マ
イ

ン
ト

ピ
ア

別
子

 
2
7
 
分

⇒
1
7
 
分

□
新
規
整
備
の
公
共
公
益
施
設
へ
直
結
す
る
道
路

で
あ

る

２
．

暮
ら

し
歩

行
者

･
自

転
車

の
た

め
の

生
活

空
間

の
形

成
□

自
転
車
交
通
量
が
5
0
0
台
/
日
以
上
、
自
動
車
交
通

量
が

1
,
0
0
0
台

/
1
2
h
以

上
、

歩
行

者
交

通
量

が
5
0
0
人

/
日

以
上

の
全

て
に

該
当
す
る
区
間
に
お
い
て
、
自
転
車
利
用
空
間
を
整

備
す

る
こ

と
に

よ
り

、
当

該
区

間
の

歩
行

者
・

自
転

車
の

通
行

の
快

適
・

安
全
性
の
向
上
が
期
待
で
き
る

□
バ
リ
ア
フ
リ
ー
新
法
に
基
づ
く
特
定
道
路
が
新

た
に

バ
リ

ア
フ

リ
ー

化
さ

れ
る

無
電

柱
化

に
よ

る
美

し
い

町
並

み
の

形
成

□
対
象
区
間
が
電
線
類
地
中
化
５
ヶ
年
計
画
に
位

置
づ

け
有

り
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□
市
街
地
又
は
歴
史
景
観
地
区
（
歴
史
的
風
土
特
別

保
存

区
域

及
び

重
要

伝
統

的
建

造
物

保
存

地
区

）
の

幹
線

道
路

に
お

い
て

新
た
に
無
電
柱
化
を
達
成
す
る

安
全

で
安

心
で

き
る

く
ら

し
の

確
保

■
三
次
医
療
施
設
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
が
見
込
ま
れ

る
い

よ
西

条
I
C
～

東
予

救
命

救
急

セ
ン

タ
ー

 
1
8
 
分

⇒
6
 
分

新
居

浜
市

役
所

～
東

予
救

命
救

急
セ

ン
タ

ー
 
1
3
 
分

⇒
1
0
 
分

３
．

安
全

安
全

な
生

活
環

境
の

確
保

□
現
道
等
に
死
傷
事
故
率
が
5
0
0
件
/
億
台
キ
ロ
以
上

で
あ

る
区

間
が

存
す

る
場

合
に

お
い

て
、

交
通

量
の

減
少

、
歩

道
の

設
置

又
は
線
形
不
良
区
間
の
解
消
等
に
よ
り
、
当
該
区
間

の
安

全
性

の
向

上
が

期
待

で
き

る

□
当
該
区
間
の
自
動
車
交
通
量
が
1
,
0
0
0
台
/
1
2
h
以
上

（
当

該
区

間
が

通
学

路
で

あ
る

場
合

は
5
0
0
台

/
1
2
h
以

上
）

か
つ

歩
行

者
交

通
量
1
0
0
人
/
日
以
上
（
当
該
区
間
が
通
学
路
で
あ

る
場

合
は

学
童

、
園

児
が

4
0
人

/
日

以
上

）
の

場
合

、
又

は
歩

行
者

交
通

量
5
0
0
人
/
日
以
上
の
場
合
に
お
い
て
、
歩
道
が
無
い

又
は

狭
小

な
区

間
に

歩
道

が
設

置
さ

れ
る

災
害

へ
の

備
え

□
近
隣
市
へ
の
ル
ー
ト
が
１
つ
し
か
な
く
、
災
害
に

よ
る

１
～

２
箇

所
の

道
路

寸
断

で
孤

立
化

す
る

集
落

を
解

消
す

る

■
対
象
区
間
が
、
都
道
府
県
地
域
防
災
計
画
、
緊
急

輸
送

道
路

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

計
画

又
は

地
震

対
策

緊
急

整
備

事
業

計
画

に
位

置
づ
け
が
あ
る
、
又
は
地
震
防
災
緊
急
事
業
五
ヶ
年

計
画

に
位

置
づ

け
の

あ
る

路
線

（
以

下
「

緊
急

輸
送

道
路

」
と

い
う

）
と

し
て
位
置
づ
け
あ
り

愛
媛

県
地

域
防

災
計

画
に

お
い

て
第

一
次

緊
急

輸
送

道
路

に
指

定

■
緊
急
輸
送
道
路
が
通
行
止
に
な
っ
た
場
合
に
大

幅
な

迂
回

を
強

い
ら

れ
る

区
間

の
代

替
路

線
を

形
成

す
る

松
山

自
動

車
道

、
国

道
1
1
 
号

現
道

、
等

□
並
行
す
る
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
代
替
路
線
と

し
て

機
能

す
る

（
A
'
路

線
と

し
て

の
位

置
づ

け
が

あ
る

場
合

）

□
現
道
等
の
防
災
点
検
又
は
震
災
点
検
要
対
策
箇
所

も
し

く
は

架
替

の
必

要
の

あ
る

老
朽

橋
梁

に
お

け
る

通
行

規
制

等
が

解
消

さ
れ
る

□
現
道
等
の
事
前
通
行
規
制
区
間
、
特
殊
通
行
規

制
区

間
又

は
冬

期
交

通
障

害
区

間
を

解
消

す
る

４
．

環
境

地
球

環
境

の
保

全
●

対
象
道
路
の
整
備
に
よ
り
削
減
さ
れ
る
自
動
車

か
ら

の
C
O
2
排

出
量

C
O
2
 
排

出
削

減
量

：
8
 
千

t
-
C
O
2
/
年

C
O
2
 
排

出
削

減
率

：
2
.
0
％

生
活

環
境

の
改

善
・

保
全

●
現
道
等
に
お
け
る
自
動
車
か
ら
の
N
O
2
排
出
削
減

率
N
O
2
 
排

出
削

減
量

：
7
3
.
4
t
-
N
O
X
/
年

N
O
2
 
排

出
削

減
率

：
7
5
％

●
現
道
等
に
お
け
る
自
動
車
か
ら
の
S
P
M
排
出
削
減
率

S
P
M
 
排

出
削

減
量

：
6
.
9
t
-
S
P
M
/
年

S
P
M
 
排

出
削

減
率

：
7
4
％

■
現
道
等
で
騒
音
レ
ベ
ル
が
夜
間
要
請
限
度
を
超
過

し
て

い
る

区
間

に
つ

い
て

、
新

た
に

要
請

限
度

を
下

回
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
る
区
間
が
あ
る

夜
間

要
請

限
度

の
超

過
区

間
が

改
善

□
そ
の
他
、
環
境
や
景
観
上
の
効
果
が
期
待
さ
れ

る

□
関
連
す
る
大
規
模
道
路
事
業
と
一
体
的
に
整
備

す
る

必
要

あ
り

□
他
機
関
と
の
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
位
置
づ
け
ら

れ
て

い
る

そ
の

他
■

そ
の
他
、
対
象
地
域
や
事
業
に
固
有
の
事
情
等

、
以

上
の

項
目

に
属

さ
な

い
効

果
が

見
込

ま
れ

る
バ

イ
パ

ス
へ

の
交

通
転

換
に

よ
り

、
現

道
区

間
に

お
け

る
交

通
安

全
性

の
向

上
が

期
待
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様
式
－
１
　
客
観
的
評
価
指
標
に
よ
る
事
業
採
択
の
前
提
条
件
、
事
業
の
効

果
や

必
要

性
の

確
認

の
状

況

事
業

名
一

般
国

道
３

３
号

　
高

知
西

バ
イ

パ
ス

【
費

用
対

効
果

分
析

等
に

係
る

項
目

は
、

平
成

2
3
年

度
評

価
時

点
】

事
業

主
体

四
国

地
方

整
備

局

●
事
業
採
択
の
前
提
条
件
を

確
認

す
る

た
め

の
指

標

指
　
　
標

指
標
チ
ェ
ッ
ク
の
根
拠

前
提

条
件

事
業

の
効

率
性

■
便

益
が

費
用

を
上

回
っ

て
い

る
全

　
 体

：
費

用
便

益
比

（
3
便

益
）
（
B

/
C

）
=
1
.4

　
（
経

済
的

純
現

在
価

値
（
B

-
C

）
=
4
5
5
億

円
、

経
済

的
内

部
収

益
率

（
E
IR

R
）
=
5
.9

%
）

残
事

業
：
費

用
便

益
比

（
3
便

益
）
（
B

/
C

）
=
3
.4

　
（
経

済
的

純
現

在
価

値
（
B

-
C

）
=
5
5
2
億

円
、

経
済

的
内

部
収

益
率

（
E
IR

R
）
=
1
4
.1

%
）

●
事
業
の
効
果
や
必
要
性
を

評
価

す
る

た
め

の
指

標

政
策
目
標

指
　
　
標
　

指
標
チ
ェ
ッ
ク
の
根
拠

１
．

活
力

円
滑

な
モ

ビ
リ

テ
ィ

の
確

保
●

現
道

等
の

年
間

時
間

損
失

及
び

削
減

率
時

間
損

失
削

減
量

：
3
,
6
5
9
千

人
時

間
/
年

損
失

削
減

率
：

9
5
.
4
%

■
現

道
等

に
お

け
る

混
雑

時
旅

行
速

度
が

2
0
k
m
/
h
未

満
で

あ
る

区
間

の
旅

行
速

度
の

改
善

が
期

待
さ

れ
る

・
並

行
区

間
の

混
雑

時
旅

行
速

度
2
0
k
m
/
h
未

満
が

解
消

一
般

国
道

3
3
号

　
1
3
.
4
k
m
/
h
（

H
2
2
セ

ン
サ

ス
値

）
→

4
0
k
m
/
h
（

交
通

量
推

計
結

果
）

□
現

道
又

は
並

行
区

間
等

に
お

け
る

踏
切

交
通

遮
断

量
が

1
0
,
0
0
0
台

時
/
日

以
上

の
踏

切
道

の
除

却
も

し
く

は
交

通
改

善
が

期
待

さ
れ

る

■
現

道
等

に
、

当
該

路
線

の
整

備
に

よ
り

利
便

性
の

向
上

が
期

待
で

き
る

バ
ス

路
線

が
存

在
す

る
並

行
区

間
を

走
行

し
て

い
る

路
線

バ
ス

の
速

達
性

・
定

時
性

が
向

上

■
新

幹
線

駅
も

し
く

は
特

急
停

車
駅

へ
の

ア
ク

セ
ス

向
上

が
見

込
ま

れ
る

J
R
伊

野
駅

（
特

急
停

車
駅

）
へ

の
ア

ク
セ

ス
向

上

■
第

一
種

空
港

、
第

二
種

空
港

、
第

三
種

空
港

も
し

く
は

共
用

飛
行

場
へ

の
ア

ク
セ

ス
向

上
が

見
込

ま
れ

る

高
知

龍
馬

空
港

（
第

二
種

空
港

）
へ

の
ア

ク
セ

ス
向

上
に

よ
り

広
域

交
流

を
支

援
・

い
の

町
役

場
～

高
知

龍
馬

空
港

約
4
2
分

～
3
8
分

（
約

4
分

短
縮

）
・

日
高

村
役

場
～

高
知

龍
馬

空
港

約
5
7
分

～
4
6
分

（
約

1
1
分

短
縮

）

物
流

効
率

化
の

支
援

■
重

要
港

湾
も

し
く

は
特

定
重

要
港

湾
へ

の
ア

ク
セ

ス
向

上
が

見
込

ま
れ

る
高

知
港

（
特

定
重

要
港

湾
）

へ
の

ア
ク

セ
ス

向
上

に
よ

り
物

流
効

率
化

を
支

援

■
農

林
水

産
業

を
主

体
と

す
る

地
域

に
お

い
て

農
林

水
産

品
の

流
通

の
利

便
性

が
向

上

園
芸

流
通

セ
ン

タ
ー

（
流

通
拠

点
）

へ
の

ア
ク

セ
ス

向
上

に
よ

り
物

流
効

率
化

を
支

援
・

い
の

町
役

場
～

園
芸

流
通

セ
ン

タ
ー

約
3
6
分

～
3
2
分

（
約

4
分

短
縮

）
・

日
高

村
役

場
（

農
業

が
盛

ん
な

地
域

）
～

園
芸

流
通

セ
ン

タ
ー

約
5
0
分

～
3
9
分

（
約

1
1
分

短
縮

）

□
現

道
等

に
お

け
る

、
総

重
量

2
5
t
の

車
両

も
し

く
は

I
S
O
規

格
背

高
海

上
コ

ン
テ

ナ
輸

送
車

が
通

行
で

き
な

い
区

間
を

解
消

す
る

都
市

の
再

生
□

都
市

再
生

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
支

援
す

る
事

業
で

あ
る

□
広

域
道

路
整

備
基

本
計

画
に

位
置

づ
け

の
あ

る
環

状
道

路
を

形
成

す
る
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都
市

の
再

生
□

市
街

地
再

開
発

、
区

画
整

理
等

の
沿

道
ま

ち
づ

く
り

と
の

連
携

あ
り

□
中

心
市

街
地

内
で

行
う

事
業

で
あ

る

□
幹

線
都

市
計

画
道

路
網

密
度

が
1
.
5
k
m
/
k
m
2
以

下
で

あ
る

市
街

地
内

で
の

事
業

で
あ

る

□
D
I
D
区

域
内

の
都

市
計

画
道

路
整

備
で

あ
り

、
市

街
地

の
都

市
計

画
道

路
網

密
度

が
向

上
す

る

□
対

象
区

間
が

現
在

連
絡

道
路

が
な

い
住

宅
宅

地
開

発
(
3
0
0
戸

以
上

又
は

1
6
h
a
以

上
、

大
都

市
に

お
い

て
は

1
0
0
戸

以
上

又
は

5
h
a

以
上

)
へ

の
連

絡
道

路
と

な
る

国
土

・
地

域
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

□
高

速
自

動
車

国
道

と
並

行
す

る
自

専
道

（
A
'
路

線
）

と
し

て
の

位
置

づ
け

有
り

■
地

域
高

規
格

道
路

の
位

置
づ

け
あ

り
Ⅱ

期
区

間
（

枝
川

～
波

川
）

：
地

域
高

規
格

道
路

「
高

知
松

山
自

動
車

道
」

□
当

該
路

線
が

新
た

に
拠

点
都

市
間

を
高

規
格

幹
線

道
路

で
連

絡
す

る
ル

ー
ト

を
構

成
す

る

■
当

該
路

線
が

隣
接

し
た

日
常

活
動

圏
中

心
都

市
間

を
最

短
時

間
で

連
絡

す
る

路
線

を
構

成
す

る
・

高
知

市
（

中
央

地
方

生
活

圏
中

心
都

市
）

～
松

山
市

（
松

山
地

方
生

活
圏

中
心

都
市

）
の

ア
ク

セ
ス

向
上

約
1
8
5
分

～
約

1
7
4
分

（
約

1
1
分

短
縮

）

□
現

道
等

に
お

け
る

交
通

不
能

区
間

を
解

消
す

る

■
現

道
等

に
お

け
る

大
型

車
の

す
れ

違
い

困
難

区
間

を
解

消
す

る
す

れ
違

い
困

難
区

間
：

仁
淀

川
橋

■
日

常
活

動
圏

の
中

心
都

市
へ

の
ア

ク
セ

ス
向

上
が

見
込

ま
れ

る

い
の

町
役

場
～

高
知

市
役

所
の

ア
ク

セ
ス

向
上

約
2
7
分

～
約

2
3
分

（
約

4
分

短
縮

）
日

高
村

役
場

～
高

知
市

役
所

の
ア

ク
セ

ス
向

上
約

4
2
分

～
約

3
1
分

（
約

1
1
分

短
縮

）

個
性

あ
る

地
域

の
形

成
□

鉄
道

や
河

川
等

に
よ

り
一

体
的

発
展

が
阻

害
さ

れ
て

い
る

地
区

を
解

消
す

る

□
拠

点
開

発
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
、

地
域

連
携

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

、
大

規
模

イ
ベ

ン
ト

を
支

援
す

る

■
主

要
な

観
光

地
へ

の
ア

ク
セ

ス
向

上
が

期
待

さ
れ

る
（

当
該

路
線

周
辺

の
主

な
ア

ク
セ

ス
向

上
観

光
地

）
紙

こ
い

の
ぼ

り
、

土
佐

和
紙

工
芸

村
、

い
の

町
紙

の
博

物
館

へ
の

ア
ク

セ
ス

向
上

□
新

規
整

備
の

公
共

公
益

施
設

へ
直

結
す

る
道

路
で

あ
る

２
．

暮
ら

し
歩

行
者

･
自

転
車

の
た

め
の

生
活

空
間

の
形

成
□

自
転

車
交

通
量

が
5
0
0
台

/
日

以
上

、
自

動
車

交
通

量
が

1
,
0
0
0
台

/
1
2
h
以

上
、

歩
行

者
交

通
量

が
5
0
0
人

/
日

以
上

の
全

て
に

該
当

す
る

区
間

に
お

い
て

、
自

転
車

利
用

空
間

を
整

備
す

る
こ

と
に

よ
り

、
当

該
区

間
の

歩
行

者
・

自
転

車
の

通
行

の
快

適
・

安
全

性
の

向
上

が
期

待
で

き
る

□
交

通
バ

リ
ア

フ
リ

ー
法

に
お

け
る

道
路

特
定

事
業

に
位

置
付

け
が

あ
る

、
ま

た
は

、
交

通
バ

リ
ア

フ
リ

ー
法

に
基

づ
く

重
点

整
備

地
区

に
お

け
る

特
定

経
路

を
形

成
す

る
区

間
が

新
た

に
バ

リ
ア

フ
リ

ー
化

さ
れ

る

無
電

柱
化

に
よ

る
美

し
い

町
並

み
の

形
成

□
対

象
区

間
が

電
線

類
地

中
化

５
ヶ

年
計

画
に

位
置

づ
け

有
り

□
市

街
地

又
は

歴
史

景
観

地
区

（
歴

史
的

風
土

特
別

保
存

区
域

及
び

重
要

伝
統

的
建

造
物

保
存

地
区

）
の

幹
線

道
路

に
お

い
て

新
た

に
無

電
柱

化
を

達
成

す
る

安
全

で
安

心
で

き
る

く
ら

し
の

確
保

■
三

次
医

療
施

設
へ

の
ア

ク
セ

ス
向

上
が

見
込

ま
れ

る

三
次

医
療

施
設

へ
の

ア
ク

セ
ス

向
上

に
よ

り
救

命
率

の
向

上
・

佐
川

町
役

場
～

高
知

赤
十

字
病

院
約

5
4
分

～
約

4
3
分

（
約

1
1
分

短
縮

）
・

佐
川

町
役

場
～

高
知

医
療

セ
ン

タ
ー

約
6
3
分

～
約

5
2
分

（
約

1
1
分

短
縮

）
・

佐
川

町
役

場
～

近
森

病
院

約
6
0
分

～
約

4
9
分

（
約

1
1
分

短
縮

）
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３
．

安
全

安
全

な
生

活
環

境
の

確
保

□
現

道
等

に
死

傷
事

故
率

が
5
0
0
件

/
億

台
キ

ロ
以

上
で

あ
る

区
間

が
存

す
る

場
合

に
お

い
て

、
交

通
量

の
減

少
、

歩
道

の
設

置
又

は
線

形
不

良
区

間
の

解
消

等
に

よ
り

、
当

該
区

間
の

安
全

性
の

向
上

が
期

待
で

き
る

※
枝

川
交

差
点

の
死

傷
事

故
率

が
4
8
0
件

/
億

台
キ

ロ
に

な
っ

た
こ

と
に

よ
り

項
目

か
ら

削
除

□
当

該
区

間
の

自
動

車
交

通
量

が
1
,
0
0
0
台

/
1
2
h
以

上
（

当
該

区
間

が
通

学
路

で
あ

る
場

合
は

5
0
0
台

/
1
2
h
以

上
）

か
つ

歩
行

者
交

通
量

1
0
0
人

/
日

以
上

（
当

該
区

間
が

通
学

路
で

あ
る

場
合

は
学

童
、

園
児

が
4
0
人

/
日

以
上

）
の

場
合

、
又

は
歩

行
者

交
通

量
5
0
0
人

/
日

以
上

の
場

合
に

お
い

て
、

歩
道

が
無

い
又

は
狭

小
な

区
間

に
歩

道
が

設
置

さ
れ

る

災
害

へ
の

備
え

□
近

隣
市

へ
の

ル
ー

ト
が

１
つ

し
か

な
く

、
災

害
に

よ
る

１
～

２
箇

所
の

道
路

寸
断

で
孤

立
化

す
る

集
落

を
解

消
す

る

■
対

象
区

間
が

、
都

道
府

県
地

域
防

災
計

画
、

緊
急

輸
送

道
路

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

計
画

又
は

地
震

対
策

緊
急

整
備

事
業

計
画

に
位

置
づ

け
が

あ
る

、
又

は
地

震
防

災
緊

急
事

業
五

ヶ
年

計
画

に
位

置
づ

け
の

あ
る

路
線

（
以

下
「

緊
急

輸
送

道
路

」
と

い
う

）
と

し
て

位
置

づ
け

あ
り

一
般

国
道

3
3
号

は
第

一
次

緊
急

輸
送

道
路

に
位

置
づ

け
ら

れ
て

い
る

□
緊

急
輸

送
道

路
が

通
行

止
に

な
っ

た
場

合
に

大
幅

な
迂

回
を

強
い

ら
れ

る
区

間
の

代
替

路
線

を
形

成
す

る

□
並

行
す

る
高

速
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

代
替

路
線

と
し

て
機

能
す

る
（

A
'
路

線
と

し
て

の
位

置
づ

け
が

あ
る

場
合

）

□
現

道
等

の
防

災
点

検
又

は
震

災
点

検
要

対
策

箇
所

も
し

く
は

架
替

の
必

要
の

あ
る

老
朽

橋
梁

に
お

け
る

通
行

規
制

等
が

解
消

さ
れ

る

■
現

道
等

の
事

前
通

行
規

制
区

間
、

特
殊

通
行

規
制

区
間

又
は

冬
期

交
通

障
害

区
間

を
解

消
す

る
特

殊
通

行
規

制
区

間
（

冠
水

箇
所

）
を

回
避

□
避

難
路

へ
1
k
m
以

内
で

到
達

で
き

る
地

区
が

新
た

に
増

加
す

る

□
幅

員
6
m
以

上
の

道
路

が
な

い
た

め
消

火
活

動
が

出
来

な
い

地
区

が
解

消
す

る

□
密

集
市

街
地

に
お

け
る

事
業

で
火

災
時

の
延

焼
遮

断
帯

の
役

割
を

果
た

す

４
．

環
境

地
球

環
境

の
保

全
●

対
象

道
路

の
整

備
に

よ
り

削
減

さ
れ

る
自

動
車

か
ら

の
C
O
2
排

出
量

C
O
2
排

出
削

減
量

：
1
0
,
5
4
2
千

t
-
C
O
2
/
年

C
O
2
排

出
削

減
率

：
8
.
9
%

生
活

環
境

の
改

善
・

保
全

●
現

道
等

に
お

け
る

自
動

車
か

ら
の

N
O
2
排

出
削

減
率

N
O
2
排

出
削

減
量

：
5
4
.
8
t
-
N
O
2
/
年

N
O
2
排

出
削

減
率

：
8
4
.
7
%

●
現

道
等

に
お

け
る

自
動

車
か

ら
の

S
P
M
排

出
削

減
率

S
P
M
排

出
削

減
量

：
5
.
0
t
-
S
P
M
/
年

S
P
M
排

出
削

減
率

：
8
4
.
2
%

□
現

道
等

で
騒

音
レ

ベ
ル

が
夜

間
要

請
限

度
を

超
過

し
て

い
る

区
間

に
つ

い
て

、
新

た
に

要
請

限
度

を
下

回
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
る

区
間

が
あ

る

□
そ

の
他

、
環

境
や

景
観

上
の

効
果

が
期

待
さ

れ
る

５
．

そ
の

他
他

の
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｼ
ﾞ
ｪ
ｸ
ﾄ
と

の
関

係
□

道
路

の
整

備
に

関
す

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

又
は

都
市

計
画

道
路

整
備

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

位
置

づ
け

ら
れ

て
い

る

□
関

連
す

る
大

規
模

道
路

事
業

と
一

体
的

に
整

備
す

る
必

要
あ

り

□
他

機
関

と
の

連
携

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

位
置

づ
け

ら
れ

て
い

る

そ
の

他
■

そ
の

他
、

対
象

地
域

や
事

業
に

固
有

の
事

情
等

、
以

上
の

項
目

に
属

さ
な

い
効

果
が

見
込

ま
れ

る
現

道
は

歩
道

が
未

整
備

に
も

関
わ

ら
ず

死
傷

事
故

率
が

高
く

（
枝

川
交

差
点

：
4
8
0
件

/
億

台
キ

ロ
）

且
つ

事
故

危
険

箇
所

に
該

当
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

バ
イ

パ
ス

へ
の

交
通

転
換

に
よ

り
、

現
道

へ
の

交
通

量
が

減
少

し
、

現
道

沿
線

の
生

活
環

境
が

向
上
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様
式
１
　
客
観
的
評
価
指
標
に
よ
る
事
業
採
択
の
前
提
条
件
、
事
業
の
効
果
や
必
要
性
の
確
認
の
状
況

一
般

国
道

５
５
号

　
阿

南
道

路
【
費

用
対

効
果

分
析

等
に
係

る
項

目
は

、
平

成
2
3
年

度
評

価
時

点
】

　
四

国
地

方
整

備
局

●
事

業
採

択
の

前
提

条
件

を
確

認
す
る
た
め
の

指
標

前
提

条
件

事
業

の
効

率
性

■
便

益
が

費
用

を
上

回
っ

て
い

る
全

　
体

：
費

用
便

益
比

（
3
便

益
）

（
B
/
C
）

=
1
.
8
（

経
済

的
純

現
在

価
値

(
B
-
C
)
=
1
,
0
4
0
億

円
、

経
済

的
内

部
収

益
率

(
E
I
R
R
)
=
8
.
4
%
）

残
事

業
：

費
用

便
益

比
（

3
便

益
）

（
B
/
C
）

=
1
.
2
（

経
済

的
純

現
在

価
値

(
B
-
C
)
=
4
4
億

円
、

経
済

的
内

部
収

益
率

(
E
I
R
R
)
=
6
.
1
%
）

●
事

業
の

効
果

や
必

要
性

を
評

価
す

る
た

め
の

指
標

大
項

目
中

項
目

１
．

活
力

●
現

道
等

の
年

間
時

間
損

失
及

び
削

減
率

阿
南

道
路

へ
の

交
通

転
換

に
よ

り
、

現
道

等
の

年
間

時
間

損
失

の
削

減
が

見
込

ま
れ

る
時

間
損

失
削

減
量

：
1
,
7
6
6
千

人
時

間
/
年

(
4
,
2
3
9
千

人
時

間
/
年

⇒
2
,
4
7
3
千

人
時

間
/
年

)
損

失
削

減
率

：
4
2
％

■
現

道
等

に
お

け
る

混
雑

時
旅

行
速

度
が

2
0
k
m
/
h
未

満
で

あ
る

区
間

の
旅

行
速

度
の

改
善

が
期

待
さ

れ
る

阿
南

市
内

の
現

道
等

に
お

け
る

混
雑

時
旅

行
速

度
2
0
k
m
/
h
未

満
で

あ
る

区
間

の
旅

行
速

度
が

改
善

さ
れ

る
国

道
5
5
号

那
賀

川
橋

付
近

（
下

り
）

：
1
4
.
1
k
m
/
h
⇒

5
0
k
m
/
h

□
現

道
又

は
並

行
区

間
等

に
お

け
る

踏
切

交
通

遮
断

量
が

1
0
,
0
0
0
台

時
/
日

以
上

の
踏

切
道

の
除

却
も

し
く

は
交

通
改

善
が

期
待

さ
れ

る
―

■
現

道
等

に
、

当
該

路
線

の
整

備
に

よ
り

利
便

性
の

向
上

が
期

待
で

き
る

バ
ス

路
線

が
存

在
す

る
所

要
時

間
の

短
縮

に
よ

り
国

道
5
5
号

を
利

用
す

る
路

線
バ

ス
の

利
便

性
の

向
上

が
見

込
ま

れ
る

徳
島

バ
ス

阿
南

（
株

）
2
6
便

（
平

日
）

□
新

幹
線

駅
も

し
く

は
特

急
停

車
駅

へ
の

ア
ク

セ
ス

向
上

が
見

込
ま

れ
る

―

■
第

一
種

空
港

、
第

二
種

空
港

、
第

三
種

空
港

も
し

く
は

共
用

飛
行

場
へ

の
ア

ク
セ

ス
向

上
が

見
込

ま
れ

る
美

波
町

か
ら

徳
島

阿
波

お
ど

り
空

港
へ

の
ア

ク
セ

ス
向

上
が

見
込

ま
れ

る
美

波
町

～
徳

島
阿

波
お

ど
り

空
港

：
1
4
分

短
縮

(
1
1
3
分

⇒
9
9
分

)

■
重

要
港

湾
も

し
く

は
特

定
重

要
港

湾
へ

の
ア

ク
セ

ス
向

上
が

見
込

ま
れ

る
美

波
町

か
ら

徳
島

小
松

島
港

（
重

要
港

湾
）

へ
の

ア
ク

セ
ス

向
上

が
見

込
ま

れ
る

美
波

町
～

徳
島

小
松

島
港

：
1
4
分

短
縮

（
6
4
分

⇒
5
0
分

）

■
農

林
水

産
業

を
主

体
と

す
る

地
域

に
お

い
て

農
林

水
産

品
の

流
通

の
利

便
性

向
上

が
見

込
ま

れ
る

徳
島

県
南

部
に

お
け

る
農

林
水

産
品

（
阿

波
尾

鶏
、

ニ
ン

ジ
ン

、
キ

ュ
ウ

リ
、

ア
ワ

ビ
、

伊
勢

エ
ビ

等
）

の
流

通
の

利
便

性
が

向
上

が
見

込
ま

れ
る

□
現

道
等

に
お

け
る

、
総

重
量

2
5
t
の

車
両

も
し

く
は

I
S
O
規

格
背

高
海

上
コ

ン
テ

ナ
輸

送
車

が
通

行
で

き
な

い
区

間
を

解
消

す
る

―

都
市

の
再

生
□

都
市

再
生

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
支

援
す

る
事

業
で

あ
る

―

□
広

域
道

路
整

備
基

本
計

画
に

位
置

づ
け

の
あ

る
環

状
道

路
を

形
成

す
る

―

□
市

街
地

再
開

発
、

区
画

整
理

等
の

沿
道

ま
ち

づ
く

り
と

の
連

携
あ

り
―

□
中

心
市

街
地

内
で

行
う

事
業

で
あ

る
―

□
幹

線
都

市
計

画
道

路
網

密
度

が
1
.
5
k
m
/
k
m
2
以

下
で

あ
る

市
街

地
内

で
の

事
業

で
あ

る
―

□
D
I
D
区

域
内

の
都

市
計

画
道

路
整

備
で

あ
り

、
市

街
地

の
都

市
計

画
道

路
網

密
度

が
向

上
す

る
―

□
対

象
区

間
が

現
在

連
絡

道
路

が
な

い
住

宅
宅

地
開

発
(
3
0
0
戸

以
上

又
は

1
6
h
a
以

上
、

大
都

市
に

お
い

て
は

1
0
0
戸

以
上

又
は

5
h
a
以

上
)
へ

の
連

絡
道

路
と

な
る

―

□
高

速
自

動
車

国
道

と
並

行
す

る
自

専
道

（
A
'
路

線
）

と
し

て
の

位
置

づ
け

あ
り

―

□
地

域
高

規
格

道
路

の
位

置
づ

け
あ

り

□
当

該
路

線
が

新
た

に
拠

点
都

市
間

を
高

規
格

幹
線

道
路

で
連

絡
す

る
ル

ー
ト

を
構

成
す

る
（

A
'

路
線

と
し

て
位

置
づ

け
が

あ
る

場
合

）
―

■
当

該
路

線
が

隣
接

し
た

日
常

生
活

圏
中

心
都

市
間

を
最

短
時

間
で

連
絡

す
る

路
線

を
構

成
す

る
徳

島
地

方
生

活
圏

か
ら

南
部

地
方

生
活

圏
を

最
短

時
間

で
連

絡
す

る
路

線
を

構
成

す
る

美
波

町
～

阿
南

市
：

7
分

短
縮

（
5
3
分

⇒
4
6
分

）

□
現

道
等

に
お

け
る

交
通

不
能

区
間

を
解

消
す

る
―

事
業

名

事
業
主
体

指
　

　
標

指
標

チ
ェ

ッ
ク

の
根

拠

指
標

チ
ェ

ッ
ク

の
根

拠

物
流

効
率

化
の

支
援

円
滑

な
モ

ビ
リ

テ
ィ

の
確

保

政
策

目
標

指
　

　
標

国
土

・
地

域
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築
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□
現

道
等

に
お

け
る

大
型

車
の

す
れ

違
い

困
難

区
間

を
解

消
す

る
―

■
日

常
活

動
圏

中
心

都
市

へ
の

ア
ク

セ
ス

向
上

が
見

込
ま

れ
る

美
波

町
か

ら
日

常
生

活
圏

中
心

都
市

で
あ

る
阿

南
市

へ
の

ア
ク

セ
ス

向
上

が
見

込
ま

れ
る

美
波

町
～

阿
南

市
：

2
分

短
縮

（
3
9
分

⇒
3
7
分

）

□
鉄

道
や

河
川

等
に

よ
り

一
体

的
発

展
が

阻
害

さ
れ

て
い

る
地

区
を

解
消

す
る

―

■
拠

点
開

発
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
、

地
域

連
携

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

、
大

規
模

イ
ベ

ン
ト

を
支

援
す

る
辰

巳
工

業
団

地
（

阿
南

市
）

、
大

潟
新

浜
工

業
団

地
（

阿
南

市
）

、
徳

島
県

南
部

運
動

公
園

（
阿

南
市

）
、

徳
島

県
Ｌ

Ｅ
Ｄ

バ
レ

イ
構

想
を

支
援

■
主

要
な

観
光

地
へ

の
ア

ク
セ

ス
向

上
が

期
待

さ
れ

る
県

南
地

域
の

観
光

地
へ

の
ア

ク
セ

ス
向

上
が

見
込

ま
れ

る
（

う
み

が
め

博
物

館
、

大
浜

海
岸

、
室

戸
阿

南
海

岸
国

定
公

園
、

室
戸

ジ
オ

パ
ー

ク
な

ど
）

徳
島

市
～

大
浜

海
岸

（
美

波
町

日
和

佐
）

：
1
4
分

短
縮

（
9
2
分

⇒
7
8
分

）

□
新

規
整

備
の

公
共

公
益

施
設

へ
直

結
す

る
道

路
で

あ
る

―

２
．

暮
ら

し
□

自
転

車
交

通
量

が
5
0
0
台

/
日

以
上

、
自

動
車

交
通

量
が

1
,
0
0
0
台

/
1
2
h
以

上
、

歩
行

者
交

通
量

が
5
0
0
人

/
日

以
上

の
全

て
に

該
当

す
る

区
間

に
お

い
て

、
自

転
車

利
用

空
間

を
整

備
す

る
こ

と
に

よ
り

、
当

該
区

間
の

歩
行

者
・

自
転

車
の

通
行

の
快

適
・

安
全

性
の

向
上

が
期

待
で

き
る

―

□
バ

リ
ア

フ
リ

ー
新

法
に

基
づ

く
特

定
道

路
が

新
た

に
バ

リ
ア

フ
リ

ー
化

さ
れ

る
―

□
対

象
区

間
が

電
線

類
地

中
化

５
ヶ

年
計

画
に

位
置

づ
け

あ
り

―

□
市

街
地

又
は

歴
史

景
観

地
区

（
歴

史
的

風
土

特
別

保
存

区
域

及
び

重
要

伝
統

的
建

造
物

保
存

地
区

）
等

の
幹

線
道

路
に

お
い

て
新

た
に

無
電

柱
化

を
達

成
す

る
―

安
全

で
安

心
で

き
る

く
ら

し
の

確
保

■
三

次
医

療
施

設
へ

の
ア

ク
セ

ス
向

上
が

見
込

ま
れ

る
県

南
部

の
三

次
医

療
施

設
カ

バ
ー

圏
が

拡
大

３
．

安
全

安
全

な
生

活
環

境
の

確
保

□
現

道
等

に
死

傷
事

故
率

が
5
0
0
件

/
億

台
キ

ロ
以

上
で

あ
る

区
間

が
存

す
る

場
合

に
お

い
て

、
交

通
量

の
減

少
、

歩
道

の
設

置
又

は
線

形
不

良
区

間
の

解
消

等
に

よ
り

、
当

該
区

間
の

安
全

性
の

向
上

が
期

待
で

き
る

―

□

当
該

区
間

の
自

動
車

交
通

量
が

1
,
0
0
0
台

/
1
2
h
以

上
（

当
該

区
間

が
通

学
路

で
あ

る
場

合
は

5
0
0

台
/
1
2
h
以

上
）

か
つ

歩
行

者
交

通
量

1
0
0
人

/
日

以
上

（
当

該
区

間
が

通
学

路
で

あ
る

場
合

は
学

童
、

園
児

が
4
0
人

/
日

以
上

）
の

場
合

、
又

は
歩

行
者

交
通

量
5
0
0
人

/
日

以
上

の
場

合
に

お
い

て
、

歩
道

が
無

い
又

は
狭

小
な

区
間

に
歩

道
が

設
置

さ
れ

る

阿
南

市
橘

町
字

大
浦

付
近

　
自

動
車

交
通

量
：

1
1
,
0
3
0
台

/
1
2
h
　

歩
行

者
交

通
量

：
2
7
7
人

/
1
2
h

歩
道

未
整

備
区

間
、

通
学

路
あ

り

災
害

へ
の

備
え

□
近

隣
市

へ
の

ル
ー

ト
が

１
つ

し
か

な
く

、
災

害
に

よ
る

１
～

２
箇

所
の

道
路

寸
断

で
孤

立
化

す
る

集
落

を
解

消
す

る
―

■
対

象
区

間
が

、
都

道
府

県
地

域
防

災
計

画
、

緊
急

輸
送

道
路

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

計
画

又
は

地
震

対
策

緊
急

整
備

事
業

計
画

に
位

置
づ

け
が

あ
る

、
又

は
地

震
防

災
緊

急
事

業
五

ヶ
年

計
画

に
位

置
づ

け
の

あ
る

路
線

（
以

下
「

緊
急

輸
送

道
路

」
と

い
う

）
と

し
て

位
置

づ
け

あ
り

第
１

次
緊

急
輸

送
道

路
指

定
「

徳
島

県
緊

急
輸

送
道

路
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
計

画
」

（
H
2
4
.
5
）

に
お

い
て

、
対

象
区

間
は

現
道

（
国

道
5
5
号

、
国

道
5
5
号

阿
南

道
路

）
と

と
も

に
、

第
１

次
緊

急
輸

送
確

保
路

線
に

指
定

■
緊

急
輸

送
道

路
が

通
行

止
に

な
っ

た
場

合
に

大
幅

な
迂

回
を

強
い

ら
れ

る
区

間
の

代
替

路
線

を
形

成
す

る
第

一
次

緊
急

輸
送

道
路

の
代

替
路

線
を

形
成

現
国

道
5
5
号

が
通

行
止

に
な

っ
た

場
合

の
代

替
路

線
を

形
成

す
る

□
並

行
す

る
高

速
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

代
替

路
線

と
し

て
機

能
す

る
（

A
'
路

線
と

し
て

の
位

置
づ

け
が

あ
る

場
合

）
―

□
現

道
等

の
防

災
点

検
又

は
震

災
点

検
要

対
策

箇
所

も
し

く
は

架
替

の
必

要
の

あ
る

老
朽

橋
梁

に
お

け
る

通
行

規
制

等
が

解
消

さ
れ

る
―

□
現

道
等

の
事

前
通

行
規

制
区

間
、

特
殊

通
行

規
制

区
間

又
は

冬
期

交
通

障
害

区
間

を
解

消
す

る
―

地
球

環
境

の
保

全
●

対
象

道
路

の
整

備
に

よ
り

削
減

さ
れ

る
自

動
車

か
ら

の
C
O
2
排

出
量

C
O
2
排

出
量

の
削

減
が

見
込

ま
れ

る
C
O
2
排

出
削

減
量

：
8
,
4
2
3
t
-
C
O
2
/
年

(
1
1
0
,
8
7
5
t
-
C
O
2
/
年

⇒
1
0
2
,
4
5
1
t
-
C
O
2
/
年

)
C
O
2
排

出
削

減
率

：
7
.
6
％

●
現

道
等

に
お

け
る

自
動

車
か

ら
の

N
O
2
排

出
削

減
率

N
O
2
排

出
量

の
削

減
が

見
込

ま
れ

る
N
O
2
排

出
削

減
量

：
2
6
.
6
t
-
N
O
2
/
年

(
6
7
.
2
t
-
N
O
2
/
年

⇒
4
0
.
6
t
-
N
O
2
/
年

)
N
O
2
排

出
削

減
率

：
3
9
.
6
％

●
現

道
等

に
お

け
る

自
動

車
か

ら
の

S
P
M
排

出
削

減
率

S
P
M
排

出
量

の
削

減
が

見
込

ま
れ

る
S
P
M
排

出
削

減
量

：
2
.
4
8
t
-
S
P
M
/
年

(
6
.
3
4
t
-
S
P
M
/
年

⇒
3
.
8
7
t
-
S
P
M
/
年

)
S
P
M
排

出
削

減
率

：
3
9
.
0
％

□
現

道
等

で
騒

音
レ

ベ
ル

が
夜

間
要

請
限

度
を

超
過

し
て

い
る

区
間

に
つ

い
て

、
新

た
に

要
請

限
度

を
下

回
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
る

区
間

が
あ

る
―

□
そ

の
他

、
環

境
や

景
観

上
の

効
果

が
期

待
さ

れ
る

―

□
関

連
す

る
大

規
模

道
路

事
業

と
一

体
的

に
整

備
す

る
必

要
あ

り
―

□
他

機
関

と
の

連
携

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

位
置

づ
け

ら
れ

て
い

る
―

そ
の

他
■

そ
の

他
、

対
象

地
域

や
事

業
に

固
有

の
事

情
等

、
以

上
の

項
目

に
属

さ
な

い
効

果
が

期
待

さ
れ

る
阿

南
道

路
へ

の
交

通
転

換
に

よ
り

、
現

道
区

間
に

お
け

る
交

通
安

全
性

の
向

上
が

期
待

さ
れ

る

無
電

柱
化

に
よ

る
美

し
い

町
並

み
の

形
成

個
性

あ
る

地
域

の
形

成

歩
行

者
･
自

転
車

の
た

め
の

生
活

空
間

の
形

成

他
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

と
の

関
係

５
．

そ
の

他

４
．

環
境

生
活

環
境

の
改

善
・

保
全
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様
式

－
１

　
客

観
的

評
価
指
標
に
よ
る
事
業
採
択
の
前
提
条
件
、
事
業
の
効
果
や
必
要
性
の
確
認
の
状
況

事
業
名

一
般
国
道
5
6
号
　
大
方
改
良

【
費

用
対

効
果

分
析

等
に

係
る

項
目

は
、

平
成

2
3
年

度
評

価
時

点
】

事
業
主
体

四
国
地
方
整
備
局

●
事

業
採

択
の

前
提

条
件

を
確

認
す

る
た

め
の

指
標

指
　

　
標

指
標

チ
ェ

ッ
ク

の
根

拠

前
提
条
件

事
業
の
効
率
性

■
便
益
が
費
用
を
上
回
っ
て
い
る

全
　

 体
：
費

用
便

益
比

（
3
便

益
）
（
B

/
C

）
=
1
.1

　
（
経

済
的

純
現

在
価

値
（
B

-
C

）
=
3
億

円
、

経
済

的
内

部
収

益
率

（
E
IR

R
）
=
4
.2

%
）

残
事

業
：
費

用
便

益
比

（
3
便

益
）
（
B

/
C

）
=
1
.5

　
（
経

済
的

純
現

在
価

値
（
B

-
C

）
=
2
0
億

円
、

経
済

的
内

部
収

益
率

（
E
IR

R
）
=
6
.8

%
）

●
事

業
の

効
果

や
必

要
性

を
評

価
す

る
た

め
の

指
標

政
策

目
標

指
　

　
標

　
指

標
チ

ェ
ッ

ク
の

根
拠

１
．
活
力

円
滑
な
モ
ビ
リ

テ
ィ
の
確
保

●
現
道
等
の
年
間
時
間
損
失
及
び
削
減
率

区
間
a
（
費
用
便
益
分
析
対
象
区
間
）
に
つ
い
て

　
時
間
損
失
削
減
量
：
1
5
0
千
人
・
時
間
/
年
（
1
6
9
千
人
・
時
間
/
年
⇒
1
9
千
人
・
時
間
/
年
）

区
間
b
（
当
該
区
間
／
並
行
区
間
）
に
つ
い
て
：
（
一
般
国
道
5
6
号
）

　
並
行
区
間
等
（
当
該
区
間
）
の
時
間
損
失
削
減
量
：
1
5
1
千
人
・
時
間
/
年
（
1
6
9
千
人
・
時
間
/
年
⇒
1
8
千
人
・
時
間
/
年
）

　
並
行
区
間
等
（
当
該
区
間
）
の
損
失
削
減
率
：
9
0
％
削
減

■
現
道
等
に
お
け
る
混
雑
時
旅
行
速
度
が
2
0
k
m
/
h
未
満
で
あ
る
区
間
の
旅
行
速
度
の
改
善
が
期
待
さ
れ
る

大
方
改
良
の
前
後
区
間
と
同
様
の
速
度
（
4
0
k
m
/
h
）
に
向
上

□
現
道
又
は
並
行
区
間
等
に
お
け
る
踏
切
交
通
遮
断
量
が
1
0
,
0
0
0
台
時
/
日
以
上
の
踏
切
道
の
除
却
も
し
く
は
交
通
改
善
が
期
待

さ
れ
る

■
現
道
等
に
、
当
該
路
線
の
整
備
に
よ
り
利
便
性
の
向
上
が
期
待
で
き
る
バ
ス
路
線
が
存
在
す
る

高
知
西
南
交
通
（
路
線
バ
ス
、
高
速
バ
ス
）

■
新
幹
線
駅
も
し
く
は
特
急
停
車
駅
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
が
見
込
ま
れ
る

土
佐
入
野
駅
（
特
急
停
車
駅
）

下
田
の
口
地
区
～
土
佐
入
野
駅
：
約
1
分
短
縮
（
3
分
⇒
2
分
）

■
第
一
種
空
港
、
第
二
種
空
港
、
第
三
種
空
港
も
し
く
は
共
用
飛
行
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
が
見
込
ま
れ
る

高
知
龍
馬
空
港
（
第
二
種
空
港
）

高
知
龍
馬
空
港
～
四
万
十
市
役
所
：
約
2
分
短
縮
（
1
3
7
分
⇒
1
3
5
分
）

物
流
効
率
化
の
支

援
□

重
要
港
湾
も
し
く
は
特
定
重
要
港
湾
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
が
見
込
ま
れ
る

■
農
林
水
産
業
を
主
体
と
す
る
地
域
に
お
い
て
農
林
水
産
品
の
流
通
の
利
便
性
が
向
上

高
知
市
中
央
卸
売
市
場
～
四
万
十
市
役
所
：
約
2
分
短
縮
（
1
2
5
分
⇒
1
2
3
分
）

□
現
道
等
に
お
け
る
、
総
重
量
2
5
t
の
車
両
も
し
く
は
I
S
O
規
格
背
高
海
上
コ
ン
テ
ナ
輸
送
車
が
通
行
で
き
な
い
区
間
を
解
消
す
る

１
．
活
力

都
市
の
再
生

□
都
市
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
援
す
る
事
業
で
あ
る

□
広
域
道
路
整
備
基
本
計
画
に
位
置
づ
け
の
あ
る
環
状
道
路
を
形
成
す
る
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□
市
街
地
再
開
発
、
区
画
整
理
等
の
沿
道
ま
ち
づ
く
り
と
の
連
携
あ
り

□
中
心
市
街
地
内
で
行
う
事
業
で
あ
る

□
幹
線
都
市
計
画
道
路
網
密
度
が
1
.
5
k
m
/
k
m
2
以
下
で
あ
る
市
街
地
内
で
の
事
業
で
あ
る

□
D
I
D
区
域
内
の
都
市
計
画
道
路
整
備
で
あ
り
、
市
街
地
の
都
市
計
画
道
路
網
密
度
が
向
上
す
る

□
対
象
区
間
が
現
在
連
絡
道
路
が
な
い
住
宅
宅
地
開
発
(
3
0
0
戸
以
上
又
は
1
6
h
a
以
上
、
大
都
市
に
お
い
て
は
1
0
0
戸
以
上
又
は
5
h
a

以
上
)
へ
の
連
絡
道
路
と
な
る

国
土
・
地
域
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築

□
高
速
自
動
車
国
道
と
並
行
す
る
自
専
道
（
A
'
路
線
）
と
し
て
の
位
置
づ
け
有
り

□
地
域
高
規
格
道
路
の
位
置
づ
け
あ
り

□
当
該
路
線
が
新
た
に
拠
点
都
市
間
を
高
規
格
幹
線
道
路
で
連
絡
す
る
ル
ー
ト
を
構
成
す
る

□
当
該
路
線
が
隣
接
し
た
日
常
活
動
圏
中
心
都
市
間
を
最
短
時
間
で
連
絡
す
る
路
線
を
構
成
す
る

□
現
道
等
に
お
け
る
交
通
不
能
区
間
を
解
消
す
る

□
現
道
等
に
お
け
る
大
型
車
の
す
れ
違
い
困
難
区
間
を
解
消
す
る

■
日
常
活
動
圏
の
中
心
都
市
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
が
見
込
ま
れ
る

四
万
十
市
～
黒
潮
町
：
約
2
分
短
縮
（
3
5
分
⇒
3
3
分
）

個
性
あ
る
地
域
の

形
成

□
鉄
道
や
河
川
等
に
よ
り
一
体
的
発
展
が
阻
害
さ
れ
て
い
る
地
区
を
解
消
す
る

□
拠
点
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
地
域
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
を
支
援
す
る

■
主
要
な
観
光
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
が
期
待
さ
れ
る

主
要
観
光
地
：
四
万
十
川

高
知
市
～
四
万
十
市
：
約
2
分
短
縮
（
1
3
0
分
⇒
1
2
8
分
）

□
特
別
立
法
に
基
づ
く
事
業
で
あ
る

■
新
規
整
備
の
公
共
公
益
施
設
へ
直
結
す
る
道
路
で
あ
る

黒
潮
町
役
場
庁
舎
の
新
設
計
画

□
歴
史
的
景
観
を
活
か
し
た
道
路
整
備
や
中
心
商
店
街
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
道
路
整
備
等
、
特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
資
す
る
事
業

で
あ
る

２
．
暮
ら
し

歩
行
者
･
自
転
車

の
た
め
の
生
活
空

間
の
形
成

□
自
転
車
交
通
量
が
5
0
0
台
/
日
以
上
、
自
動
車
交
通
量
が
1
,
0
0
0
台
/
1
2
h
以
上
、
歩
行
者
交
通
量
が
5
0
0
人
/
日
以
上
の
全
て
に
該

当
す
る
区
間
に
お
い
て
、
自
転
車
利
用
空
間
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
区
間
の
歩
行
者
・
自
転
車
の
通
行
の
快
適
・
安

全
性
の
向
上
が
期
待
で
き
る

□
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
に
お
け
る
道
路
特
定
事
業
に
位
置
付
け
が
あ
る
、
ま
た
は
、
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
に
基
づ
く
重
点
整

備
地
区
に
お
け
る
特
定
経
路
を
形
成
す
る
区
間
が
新
た
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ
れ
る

無
電
柱
化
に
よ
る

美
し
い
町
並
み
の

形
成

□
対
象
区
間
が
電
線
類
地
中
化
５
ヶ
年
計
画
に
位
置
づ
け
有
り

□
市
街
地
又
は
歴
史
景
観
地
区
（
歴
史
的
風
土
特
別
保
存
区
域
及
び
重
要
伝
統
的
建
造
物
保
存
地
区
）
の
幹
線
道
路
に
お
い
て
新

た
に
無
電
柱
化
を
達
成
す
る
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安
全
で
安
心
で
き

る
く
ら
し
の
確
保

□
三
次
医
療
施
設
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
が
見
込
ま
れ
る

３
．
安
全

安
全
な
生
活
環
境

の
確
保

□
現
道
等
に
死
傷
事
故
率
が
5
0
0
件
/
億
台
キ
ロ
以
上
で
あ
る
区
間
が
存
す
る
場
合
に
お
い
て
、
交
通
量
の
減
少
、
歩
道
の
設
置
又

は
線
形
不
良
区
間
の
解
消
等
に
よ
り
、
当
該
区
間
の
安
全
性
の
向
上
が
期
待
で
き
る

■
当
該
区
間
の
自
動
車
交
通
量
が
1
,
0
0
0
台
/
1
2
h
以
上
（
当
該
区
間
が
通
学
路
で
あ
る
場
合
は
5
0
0
台
/
1
2
h
以
上
）
か
つ
歩
行
者
交

通
量
1
0
0
人
/
日
以
上
（
当
該
区
間
が
通
学
路
で
あ
る
場
合
は
学
童
、
園
児
が
4
0
人
/
日
以
上
）
の
場
合
、
又
は
歩
行
者
交
通
量

5
0
0
人
/
日
以
上
の
場
合
に
お
い
て
、
歩
道
が
無
い
又
は
狭
小
な
区
間
に
歩
道
が
設
置
さ
れ
る

H
2
2
交
通
量
調
査
：
自
動
車
1
1
,
0
2
5
台
／
1
2
h
、
ス
ー
パ
ー
前
交
差
点
に
お
け
る
交
通
量
：
歩
行
者
等
2
1
7
人
／
1
2
h

災
害
へ
の
備
え

□
近
隣
市
へ
の
ル
ー
ト
が
１
つ
し
か
な
く
、
災
害
に
よ
る
１
～
２
箇
所
の
道
路
寸
断
で
孤
立
化
す
る
集
落
を
解
消
す
る

■
対
象
区
間
が
、
都
道
府
県
地
域
防
災
計
画
、
緊
急
輸
送
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画
又
は
地
震
対
策
緊
急
整
備
事
業
計
画
に
位
置

づ
け
が
あ
る
、
又
は
地
震
防
災
緊
急
事
業
五
ヶ
年
計
画
に
位
置
づ
け
の
あ
る
路
線
（
以
下
「
緊
急
輸
送
道
路
」
と
い
う
）
と
し

て
位
置
づ
け
あ
り

大
方
改
良
に
並
行
す
る
一
般
国
道
5
6
号
が
第
一
次
緊
急
輸
送
道
路
に
指
定
さ
れ
て
い
る

□
緊
急
輸
送
道
路
が
通
行
止
に
な
っ
た
場
合
に
大

幅
な
迂
回
を
強
い
ら
れ
る
区
間
の
代
替
路
線
を
形
成
す
る

□
並
行
す
る
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
代
替
路
線
と

し
て
機
能
す
る
（
A
'
路
線
と
し
て
の
位
置
づ
け
が
あ
る
場
合
）

□
現
道
等
の
防
災
点
検
又
は
震
災
点
検
要
対
策
箇

所
も
し
く
は
架
替
の
必
要
の
あ
る
老
朽
橋
梁
に
お
け
る
通
行
規
制
等
が
解
消
さ

れ
る

□
現
道
等
の
事
前
通
行
規
制
区
間
、
特
殊
通
行
規

制
区
間
又
は
冬
期
交
通
障
害
区
間
を
解
消
す
る

□
避
難
路
へ
1
k
m
以
内
で
到
達
で
き
る
地
区
が
新

た
に
増
加
す
る

□
幅
員
6
m
以
上
の
道
路
が
な
い
た
め
消
火
活
動
が

出
来
な
い
地
区
が
解
消
す
る

□
密
集
市
街
地
に
お
け
る
事
業
で
火
災
時
の
延
焼

遮
断
帯
の
役
割
を
果
た
す

４
．
環
境

地
球
環
境
の
保
全

●
対
象
道
路
の
整
備
に
よ
り
削
減
さ
れ
る
自
動
車

か
ら
の
C
O
2
排
出
量

Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
量
：
4
5
9
t
/
年
（
2
,
6
3
8
t
/
年
⇒
2
,
1
8
0
t
/
年
）
、
排
出
削
減
率
：
1
7
％
削
減

生
活
環
境
の
改

善
・
保
全

●
現
道
等
に
お
け
る
自
動
車
か
ら
の
N
O
2
排
出
削

減
率

評
価
対
象
区
間
（
現
道
／
平
行
区
間
等
）
：
（
一
般
国
道
5
6
号
）

排
出
削
減
量
：
4
t
／
年
（
4
.
3
t
/
年
⇒
0
.
3
t
/
年
）
、
排
出
削
減
率
：
9
3
％
削
減

●
現
道
等
に
お
け
る
自
動
車
か
ら
の
S
P
M
排
出
削

減
率

評
価
対
象
区
間
（
現
道
／
平
行
区
間
等
）
：
（
一
般
国
道
5
6
号
）

排
出
削
減
量
：
0
.
2
t
／
年
（
0
.
2
t
/
年
⇒
0
.
0
t
/
年
）
、
排
出
削
減
率
：
1
0
0
％
削
減

■
現
道
等
で
騒
音
レ
ベ
ル
が
夜
間
要
請
限
度
を
超

過
し
て
い
る
区
間
に
つ
い
て
、
新
た
に
要
請
限
度
を
下
回
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
区
間
が
あ
る

騒
音
（
昼
間
）
：
7
d
b
減
少
（
約
7
0
.
4
d
b
⇒
約
6
3
.
4
d
b
）

□
そ
の
他
、
環
境
や
景
観
上
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る

５
．
そ
の
他

他
の
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｼ
ﾞ
ｪ
ｸ
ﾄ
と

の
関
係

□
道
路
の
整
備
に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
又
は
都
市
計
画
道
路
整
備
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る

■
関
連
す
る
大
規
模
道
路
事
業
と
一
体
的
に
整
備
す
る
必
要
あ
り

黒
潮
町
の
ま
ち
づ
く
り

□
他
機
関
と
の
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る

■
そ
の
他
、
対
象
地
域
や
事
業
に
固
有
の
事
情
等
、
以
上
の
項
目
に
属
さ
な
い
効
果
が
見
込
ま
れ
る

渋
滞
や
駐
車
・
停
車
車
両
の
影
響
を
受
け
な
い
広
幅
員
の
道
路
構
造
と
な
る
こ
と
で
二
次
医
療
施
設
（
幡
多
け
ん
み
ん
病
院
）
へ
の
ア
ク
セ

ス
性
が
向
上
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様
式
－
１
　
客
観
的
評
価
指
標
に
よ
る
事
業
採
択
の
前
提
条
件
、
事
業
の

効
果

や
必

要
性

の
確

認
の

状
況

事
業

名
一

般
国

道
5
6
号

　
中

村
宿

毛
道

路
【
費

用
対

効
果

分
析

等
に

係
る

項
目

は
、

平
成

2
3
年

度
評

価
時

点
】

事
業

主
体

四
国

地
方

整
備

局

●
事

業
採

択
の

前
提

条
件

を
確

認
す

る
た

め
の

指
標

指
　

　
標

指
標

チ
ェ

ッ
ク

の
根

拠

前
提

条
件

事
業

の
効

率
性

■
便

益
が

費
用

を
上

回
っ

て
い

る
全

　
 体

：
費

用
便

益
比

（
3
便

益
）
（
B

/
C

）
=
1
.2

　
（
経

済
的

純
現

在
価

値
（
B

-
C

）
=
3
5
7
億

円
、

経
済

的
内

部
収

益
率

（
E
IR

R
）
=
4
.6

%
）

残
事

業
：
費

用
便

益
比

（
3
便

益
）
（
B

/
C

）
=
1
.2

　
（
経

済
的

純
現

在
価

値
（
B

-
C

）
=
2
8
億

円
、

経
済

的
内

部
収

益
率

（
E
IR

R
）
=
5
.0

%
）

●
事

業
の

効
果

や
必

要
性

を
評

価
す

る
た

め
の

指
標

政
策

目
標

指
　

　
標

　
指

標
チ

ェ
ッ

ク
の

根
拠

１
．

活
力

円
滑

な
モ

ビ
リ

テ
ィ

の
確

保

●
現

道
等

の
年

間
時

間
損

失
及

び
削

減
率

区
間

a
（

費
用

便
益

分
析

対
象

区
間

）
に

つ
い

て
　

時
間

損
失

削
減

量
：

3
,
5
3
3
千

人
・

時
間

/
年

（
8
,
9
7
7
千

人
・

時
間

/
年

⇒
5
,
4
4
4
千

人
・

時
間

/
年

）
区

間
b
（

当
該

区
間

／
並

行
区

間
）

に
つ

い
て

：
（

一
般

国
道

5
6
号

）
　

並
行

区
間

等
（

当
該

区
間

）
の

時
間

損
失

削
減

量
：

1
,
8
0
0
千

人
・

時
間

/
年

（
1
,
8
9
4
千

人
・

時
間

/
年

⇒
9
4
千

人
・

時
間

/
年

）
　

並
行

区
間

等
（

当
該

区
間

）
の

損
失

削
減

率
：

9
5
％

■
現

道
等

に
お

け
る

混
雑

時
旅

行
速

度
が

2
0
k
m
/
h
未

満
で

あ
る

区
間

の
旅

行
速

度
の

改
善

が
期

待
さ

れ
る

現
道

の
旅

行
速

度
が

約
8
k
m
向

上

□
現

道
又

は
並

行
区

間
等

に
お

け
る

踏
切

交
通

遮
断

量
が

1
0
,
0
0
0
台

時
/
日

以
上

の
踏

切
道

の
除

却
も

し
く

は
交

通
改

善
が

期
待

さ
れ

る

■
現

道
等

に
、

当
該

路
線

の
整

備
に

よ
り

利
便

性
の

向
上

が
期

待
で

き
る

バ
ス

路
線

が
存

在
す

る
高

知
西

南
交

通
（

路
線

バ
ス

、
高

速
バ

ス
）

■
新

幹
線

駅
も

し
く

は
特

急
停

車
駅

へ
の

ア
ク

セ
ス

向
上

が
見

込
ま

れ
る

中
村

駅
（

特
急

停
車

駅
）

国
見

地
区

～
中

村
駅

：
約

3
分

短
縮

（
1
2
分

⇒
9
分

）

■
第

一
種

空
港

、
第

二
種

空
港

、
第

三
種

空
港

も
し

く
は

共
用

飛
行

場
へ

の
ア

ク
セ

ス
向

上
が

見
込

ま
れ

る
高

知
龍

馬
空

港
（

第
二

種
空

港
）

宿
毛

市
～

高
知

龍
馬

空
港

：
約

1
2
分

短
縮

（
1
6
9
分

⇒
1
5
7
分

）

物
流

効
率

化
の

支
援

■
重

要
港

湾
も

し
く

は
特

定
重

要
港

湾
へ

の
ア

ク
セ

ス
向

上
が

見
込

ま
れ

る
宿

毛
湾

港
（

重
要

港
湾

）
四

万
十

市
～

宿
毛

湾
港

：
約

1
2
分

短
縮

（
4
5
分

⇒
3
3
分

）

■
農

林
水

産
業

を
主

体
と

す
る

地
域

に
お

い
て

農
林

水
産

品
の

流
通

の
利

便
性

が
向

上
農

産
物

の
出

荷
に

お
け

る
荷

傷
み

軽
減

に
よ

る
高

品
質

・
ブ

ラ
ン

ド
化

（
文

旦
：

宿
毛

市
は

県
内

シ
ェ

ア
２

位
(
1
8
％

)
H
2
5
）

□
現

道
等

に
お

け
る

、
総

重
量

2
5
t
の

車
両

も
し

く
は

I
S
O
規

格
背

高
海

上
コ

ン
テ

ナ
輸

送
車

が
通

行
で

き
な

い
区

間
を

解
消

す
る

１
．

活
力

都
市

の
再

生
□

都
市

再
生

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
支

援
す

る
事

業
で

あ
る

□
広

域
道

路
整

備
基

本
計

画
に

位
置

づ
け

の
あ

る
環

状
道

路
を

形
成

す
る
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□
市

街
地

再
開

発
、

区
画

整
理

等
の

沿
道

ま
ち

づ
く

り
と

の
連

携
あ

り

□
中

心
市

街
地

内
で

行
う

事
業

で
あ

る

□
幹

線
都

市
計

画
道

路
網

密
度

が
1
.
5
k
m
/
k
m
2
以

下
で

あ
る

市
街

地
内

で
の

事
業

で
あ

る

□
D
I
D
区

域
内

の
都

市
計

画
道

路
整

備
で

あ
り

、
市

街
地

の
都

市
計

画
道

路
網

密
度

が
向

上
す

る

□
対

象
区

間
が

現
在

連
絡

道
路

が
な

い
住

宅
宅

地
開

発
(
3
0
0
戸

以
上

又
は

1
6
h
a
以

上
、

大
都

市
に

お
い

て
は

1
0
0
戸

以
上

又
は

5
h
a

以
上

)
へ

の
連

絡
道

路
と

な
る

国
土

・
地

域
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

■
高

速
自

動
車

国
道

と
並

行
す

る
自

専
道

（
A
'
路

線
）

と
し

て
の

位
置

づ
け

有
り

四
国

8
の

字
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

高
知

県
内

形
成

率
（

5
1
％

⇒
5
4
％

）

□
地

域
高

規
格

道
路

の
位

置
づ

け
あ

り

■
当

該
路

線
が

新
た

に
拠

点
都

市
間

を
高

規
格

幹
線

道
路

で
連

絡
す

る
ル

ー
ト

を
構

成
す

る
高

知
市

～
宿

毛
市

間
を

連
絡

す
る

ル
ー

ト
の

一
部

を
形

成

■
当

該
路

線
が

隣
接

し
た

日
常

活
動

圏
中

心
都

市
間

を
最

短
時

間
で

連
絡

す
る

路
線

を
構

成
す

る
四

万
十

市
～

宇
和

島
市

：
約

1
2
分

短
縮

（
1
1
2
分

⇒
1
0
0
分

）

□
現

道
等

に
お

け
る

交
通

不
能

区
間

を
解

消
す

る

□
現

道
等

に
お

け
る

大
型

車
の

す
れ

違
い

困
難

区
間

を
解

消
す

る

■
日

常
活

動
圏

の
中

心
都

市
へ

の
ア

ク
セ

ス
向

上
が

見
込

ま
れ

る
四

万
十

市
～

宿
毛

市
：

約
1
2
分

短
縮

（
4
0
分

⇒
2
8
分

）

個
性

あ
る

地
域

の
形

成
□

鉄
道

や
河

川
等

に
よ

り
一

体
的

発
展

が
阻

害
さ

れ
て

い
る

地
区

を
解

消
す

る

■
拠

点
開

発
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
、

地
域

連
携

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

、
大

規
模

イ
ベ

ン
ト

を
支

援
す

る
高

知
西

南
中

核
工

業
団

地
宿

毛
湾

港
工

業
流

通
団

地

■
主

要
な

観
光

地
へ

の
ア

ク
セ

ス
向

上
が

期
待

さ
れ

る
四

万
十

川
、

足
摺

海
底

館
、

だ
る

ま
夕

日
（

周
遊

ル
ー

ト
の

形
成

）

□
特

別
立

法
に

基
づ

く
事

業
で

あ
る

□
新

規
整

備
の

公
共

公
益

施
設

へ
直

結
す

る
道

路
で

あ
る

□
歴

史
的

景
観

を
活

か
し

た
道

路
整

備
や

中
心

商
店

街
の

シ
ン

ボ
ル

的
な

道
路

整
備

等
、

特
色

あ
る

ま
ち

づ
く

り
に

資
す

る
事

業
で

あ
る

２
．

暮
ら

し
歩

行
者

･
自

転
車

の
た

め
の

生
活

空
間

の
形

成
□

自
転

車
交

通
量

が
5
0
0
台

/
日

以
上

、
自

動
車

交
通

量
が

1
,
0
0
0
台

/
1
2
h
以

上
、

歩
行

者
交

通
量

が
5
0
0
人

/
日

以
上

の
全

て
に

該
当

す
る

区
間

に
お

い
て

、
自

転
車

利
用

空
間

を
整

備
す

る
こ

と
に

よ
り

、
当

該
区

間
の

歩
行

者
・

自
転

車
の

通
行

の
快

適
・

安
全

性
の

向
上

が
期

待
で

き
る

□
交

通
バ

リ
ア

フ
リ

ー
法

に
お

け
る

道
路

特
定

事
業

に
位

置
付

け
が

あ
る

、
ま

た
は

、
交

通
バ

リ
ア

フ
リ

ー
法

に
基

づ
く

重
点

整
備

地
区

に
お

け
る

特
定

経
路

を
形

成
す

る
区

間
が

新
た

に
バ

リ
ア

フ
リ

ー
化

さ
れ

る

無
電

柱
化

に
よ

る
美

し
い

町
並

み
の

形
成

□
対

象
区

間
が

電
線

類
地

中
化

５
ヶ

年
計

画
に

位
置

づ
け

有
り

□
市

街
地

又
は

歴
史

景
観

地
区

（
歴

史
的

風
土

特
別

保
存

区
域

及
び

重
要

伝
統

的
建

造
物

保
存

地
区

）
の

幹
線

道
路

に
お

い
て

新
た

に
無

電
柱

化
を

達
成

す
る

安
全

で
安

心
で

き
る

く
ら

し
の

確
保

■
三

次
医

療
施

設
へ

の
ア

ク
セ

ス
向

上
が

見
込

ま
れ

る
二

次
医

療
施

設
（

幡
多

け
ん

み
ん

病
院

）
へ

の
ア

ク
セ

ス
向

上
(
3
0
分

圏
カ

バ
ー

人
口

3
,
8
2
1
人

増
加

)
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３
．

安
全

安
全

な
生

活
環

境
の

確
保

□
現

道
等

に
死

傷
事

故
率

が
5
0
0
件

/
億

台
キ

ロ
以

上
で

あ
る

区
間

が
存

す
る

場
合

に
お

い
て

、
交

通
量

の
減

少
、

歩
道

の
設

置
又

は
線

形
不

良
区

間
の

解
消

等
に

よ
り

、
当

該
区

間
の

安
全

性
の

向
上

が
期

待
で

き
る

□
当

該
区

間
の

自
動

車
交

通
量

が
1
,
0
0
0
台

/
1
2
h
以

上
（

当
該

区
間

が
通

学
路

で
あ

る
場

合
は

5
0
0
台

/
1
2
h
以

上
）

か
つ

歩
行

者
交

通
量

1
0
0
人

/
日

以
上

（
当

該
区

間
が

通
学

路
で

あ
る

場
合

は
学

童
、

園
児

が
4
0
人

/
日

以
上

）
の

場
合

、
又

は
歩

行
者

交
通

量
5
0
0
人

/
日

以
上

の
場

合
に

お
い

て
、

歩
道

が
無

い
又

は
狭

小
な

区
間

に
歩

道
が

設
置

さ
れ

る
災

害
へ

の
備

え
□

近
隣

市
へ

の
ル

ー
ト

が
１

つ
し

か
な

く
、

災
害

に
よ

る
１

～
２

箇
所

の
道

路
寸

断
で

孤
立

化
す

る
集

落
を

解
消

す
る

■
対

象
区

間
が

、
都

道
府

県
地

域
防

災
計

画
、

緊
急

輸
送

道
路

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

計
画

又
は

地
震

対
策

緊
急

整
備

事
業

計
画

に
位

置
づ

け
が

あ
る

、
又

は
地

震
防

災
緊

急
事

業
五

ヶ
年

計
画

に
位

置
づ

け
の

あ
る

路
線

（
以

下
「

緊
急

輸
送

道
路

」
と

い
う

）
と

し
て

位
置

づ
け

あ
り

中
村

宿
毛

道
路

に
並

行
す

る
一

般
国

道
5
6
号

が
第

一
次

緊
急

輸
送

道
路

に
指

定
さ

れ
て

い
る

■
緊

急
輸

送
道

路
が

通
行

止
に

な
っ

た
場

合
に

大
幅

な
迂

回
を

強
い

ら
れ

る
区

間
の

代
替

路
線

を
形

成
す

る
現

道
が

冠
水

等
に

よ
り

通
行

止
め

に
な

っ
た

場
合

の
代

替
路

を
形

成

■
並

行
す

る
高

速
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

代
替

路
線

と
し

て
機

能
す

る
（

A
'
路

線
と

し
て

の
位

置
づ

け
が

あ
る

場
合

）
中

村
宿

毛
道

路
は

A
'
路

線
と

し
て

位
置

づ
け

ら
れ

て
い

る

□
現

道
等

の
防

災
点

検
又

は
震

災
点

検
要

対
策

箇
所

も
し

く
は

架
替

の
必

要
の

あ
る

老
朽

橋
梁

に
お

け
る

通
行

規
制

等
が

解
消

さ
れ

る

□
現

道
等

の
事

前
通

行
規

制
区

間
、

特
殊

通
行

規
制

区
間

又
は

冬
期

交
通

障
害

区
間

を
解

消
す

る

□
避

難
路

へ
1
k
m
以

内
で

到
達

で
き

る
地

区
が

新
た

に
増

加
す

る

□
幅

員
6
m
以

上
の

道
路

が
な

い
た

め
消

火
活

動
が

出
来

な
い

地
区

が
解

消
す

る

□
密

集
市

街
地

に
お

け
る

事
業

で
火

災
時

の
延

焼
遮

断
帯

の
役

割
を

果
た

す

４
．

環
境

地
球

環
境

の
保

全
●

対
象

道
路

の
整

備
に

よ
り

削
減

さ
れ

る
自

動
車

か
ら

の
C
O
2
排

出
量

Ｃ
Ｏ

２
排

出
削

減
量

：
4
,
8
1
0
t
/
年

（
1
6
6
,
7
6
3
t
/
年

⇒
1
6
1
,
9
5
3
t
/
年

）
、

排
出

削
減

率
：

3
％

削
減

生
活

環
境

の
改

善
・

保
全

●
現

道
等

に
お

け
る

自
動

車
か

ら
の

N
O
2
排

出
削

減
率

評
価

対
象

区
間

（
現

道
／

平
行

区
間

等
）

：
（

一
般

国
道

5
6
号

）
排

出
削

減
量

：
3
1
t
／

年
（

3
6
.
5
t
/
年

⇒
5
.
2
t
/
年

）
、

排
出

削
減

率
：

8
6
％

削
減

●
現

道
等

に
お

け
る

自
動

車
か

ら
の

S
P
M
排

出
削

減
率

評
価

対
象

区
間

（
現

道
／

平
行

区
間

等
）

：
（

一
般

国
道

5
6
号

）
排

出
削

減
量

：
2
t
／

年
（

2
.
1
t
/
年

⇒
0
.
3
t
/
年

）
、

排
出

削
減

率
：

8
8
％

削
減

□
現

道
等

で
騒

音
レ

ベ
ル

が
夜

間
要

請
限

度
を

超
過

し
て

い
る

区
間

に
つ

い
て

、
新

た
に

要
請

限
度

を
下

回
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
る

区
間

が
あ

る

□
そ

の
他

、
環

境
や

景
観

上
の

効
果

が
期

待
さ

れ
る

５
．

そ
の

他
他

の
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｼ
ﾞ
ｪ
ｸ
ﾄ
と

の
関

係
□

道
路

の
整

備
に

関
す

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

又
は

都
市

計
画

道
路

整
備

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

位
置

づ
け

ら
れ

て
い

る

□
関

連
す

る
大

規
模

道
路

事
業

と
一

体
的

に
整

備
す

る
必

要
あ

り

□
他

機
関

と
の

連
携

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

位
置

づ
け

ら
れ

て
い

る

□
そ

の
他

、
対

象
地

域
や

事
業

に
固

有
の

事
情

等
、

以
上

の
項

目
に

属
さ

な
い

効
果

が
見

込
ま

れ
る
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様
式

－
１

　
客

観
的

評
価

指
標

に
よ

る
事

業
採

択
の

前
提

条
件

、
事

業
の

効
果

や
必

要
性

の
確

認
の

状
況

事
業

名
一
般
国
道
5
6
号
　
伊
予
イ
ン
タ
ー
関
連

【
費

用
対

効
果

分
析

等
に

係
る

項
目

は
、

平
成

2
3
年

度
評

価
時

点
】

事
業

主
体

四
国
地
方
整
備
局

●
事

業
採

択
の

前
提

条
件

を
確

認
す

る
た

め
の

指
標

指
　

　
標

指
標

チ
ェ

ッ
ク

の
根

拠

前
提

条
件

事
業

の
効

率
性

■
便
益
が
費
用
を
上
回
っ
て
い
る

全
　

 体
：
費

用
便

益
比

（
3
便

益
）
（
B

/
C

）
=
1
.2

　
（
経

済
的

純
現

在
価

値
（
B

-
C

）
=
1
0
4
億

円
、

経
済

的
内

部
収

益
率

（
E
IR

R
）
=
 4

.6
%）

残
事

業
：
費

用
便

益
比

（
3
便

益
）
（
B

/
C

）
=
3
.1

　
（
経

済
的

純
現

在
価

値
（
B

-
C

）
=
  

7
4億

円
、

経
済

的
内

部
収

益
率

（
E
IR

R
）
=
1
4
.1

%
）

●
事

業
の

効
果

や
必

要
性

を
評

価
す

る
た

め
の

指
標

政
策

目
標

指
　

　
標

　
指

標
チ

ェ
ッ

ク
の

根
拠

１
．

活
力

円
滑

な
モ

ビ
リ

テ
ィ

の
確

保
●

現
道
等
の
年
間
時
間
損
失
及
び
削
減
率

時
間

損
失

削
減

量
：

2
1
.
7
 
万

人
時

間
/
年

損
失

削
減

率
5
0
.
9
％

□
現
道
等
に
お
け
る
混
雑
時
旅
行
速
度
が
2
0
k
m
/
h
未

満
で

あ
る

区
間

の
旅

行
速

度
の

改
善

が
期

待
さ

れ
る

□
現
道
又
は
並
行
区
間
等
に
お
け
る
踏
切
交
通
遮
断

量
が

1
0
,
0
0
0
台

時
/
日

以
上

の
踏

切
道

の
除

却
も

し
く

は
交

通
改

善
が

期
待

さ
れ
る

■
現
道
等
に
、
当
該
路
線
の
整
備
に
よ
り
利
便
性

の
向

上
が

期
待

で
き

る
バ

ス
路

線
が

存
在

す
る

伊
予

鉄
バ

ス
、

宇
和

島
バ

ス
が

運
行
し

て
お

り
、

所
要

時
間

短
縮

（
定

時
性

向
上

）
が
見

込
ま

れ
る

■
新
幹
線
駅
も
し
く
は
特
急
停
車
駅
へ
の
ア
ク
セ

ス
向

上
が

見
込

ま
れ

る
伊

予
市

中
山

町
～

J
R
 
伊

予
市

駅
 
4
6
 
分

⇒
4
2
 
分

■
第
一
種
空
港
、
第
二
種
空
港
、
第
三
種
空
港
も

し
く

は
共

用
飛

行
場

へ
の

ア
ク

セ
ス

向
上

が
見

込
ま

れ
る

伊
予

I
C
～

松
山

空
港

 
3
2
 
分

⇒
2
8
 
分

物
流

効
率

化
の

支
援

■
重
要
港
湾
も
し
く
は
特
定
重
要
港
湾
へ
の
ア
ク

セ
ス

向
上

が
見

込
ま

れ
る

伊
予

I
C
～

松
山

港
 
4
0
 
分

⇒
3
6
 
分

■
農
林
水
産
業
を
主
体
と
す
る
地
域
に
お
い
て
農

林
水

産
品

の
流

通
の

利
便

性
が

向
上

が
見

込
ま

れ
る

向
井

原
交

差
点

～
伊

予
連

合
農

協
青

果
地

方
卸

売
市

場
 
1
6
 
分

⇒
1
0
 
分

□
現
道
等
に
お
け
る
、
総
重
量
2
5
t
の
車
両
も
し
く
は

I
S
O
規

格
背

高
海

上
コ

ン
テ

ナ
輸

送
車

が
通

行
で

き
な

い
区

間
を

解
消

す
る

１
．

活
力

都
市

の
再

生
□

都
市
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
援
す
る
事
業
で

あ
る

□
広
域
道
路
整
備
基
本
計
画
に
位
置
づ
け
の
あ
る

環
状

道
路

を
形

成
す

る
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□
市
街
地
再
開
発
、
区
画
整
理
等
の
沿
道
ま
ち
づ
く

り
と

の
連

携
あ

り

■
中
心
市
街
地
内
で
行
う
事
業
で
あ
る

市
街

化
区

域
内

で
の

事
業

□
幹
線
都
市
計
画
道
路
網
密
度
が
1
.
5
k
m
/
k
m
2
以
下

で
あ

る
市

街
地

内
で

の
事

業
で

あ
る

■
D
I
D
区
域
内
の
都
市
計
画
道
路
整
備
で
あ
り
、
市
街

地
の

都
市

計
画

道
路

網
密

度
が

向
上

す
る

D
I
D
 
区

域
内

で
の

事
業

□
対
象
区
間
が
現
在
連
絡
道
路
が
な
い
住
宅
宅
地
開

発
(
3
0
0
戸

以
上

又
は

1
6
h
a
以

上
、

大
都

市
に

お
い

て
は

1
0
0
戸

以
上

又
は

5
h
a

以
上
)
へ
の
連
絡
道
路
と
な
る

国
土

・
地

域
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

□
高
速
自
動
車
国
道
と
並
行
す
る
自
専
道
（
A
'
路

線
）

と
し

て
の

位
置

づ
け

有
り

□
地
域
高
規
格
道
路
の
位
置
づ
け
あ
り

□
当
該
路
線
が
新
た
に
拠
点
都
市
間
を
高
規
格
幹
線

道
路

で
連

絡
す

る
ル

ー
ト

を
構

成
す

る

□
当
該
路
線
が
隣
接
し
た
日
常
活
動
圏
中
心
都
市
間

を
最

短
時

間
で

連
絡

す
る

路
線

を
構

成
す

る

□
現
道
等
に
お
け
る
交
通
不
能
区
間
を
解
消
す
る

□
現
道
等
に
お
け
る
大
型
車
の
す
れ
違
い
困
難
区
間

を
解

消
す

る

■
日
常
活
動
圏
の
中
心
都
市
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
が

見
込

ま
れ

る
伊

予
市

役
所

～
松

山
市

役
所

 
3
1
 
分
⇒

2
8
 
分

個
性

あ
る

地
域

の
形

成
□

鉄
道
や
河
川
等
に
よ
り
一
体
的
発
展
が
阻
害
さ
れ

て
い

る
地

区
を

解
消

す
る

□
拠
点
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
地
域
連
携
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

、
大

規
模

イ
ベ

ン
ト

を
支

援
す

る

■
主
要
な
観
光
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
が
期
待
さ
れ

る
松

山
市

役
所

～
平

家
谷

公
園

 
1
1
2
 
分

⇒
1
0
5
 
分

□
新
規
整
備
の
公
共
公
益
施
設
へ
直
結
す
る
道
路
で

あ
る

２
．

暮
ら

し
歩

行
者

･
自

転
車

の
た

め
の

生
活

空
間

の
形

成
□

自
転
車
交
通
量
が
5
0
0
台
/
日
以
上
、
自
動
車
交
通

量
が

1
,
0
0
0
台

/
1
2
h
以

上
、

歩
行

者
交

通
量

が
5
0
0
人

/
日

以
上

の
全

て
に

該
当
す
る
区
間
に
お
い
て
、
自
転
車
利
用
空
間
を
整

備
す

る
こ

と
に

よ
り

、
当

該
区

間
の

歩
行

者
・

自
転

車
の

通
行

の
快

適
・

安
全
性
の
向
上
が
期
待
で
き
る

□
バ
リ
ア
フ
リ
ー
新
法
に
基
づ
く
特
定
道
路
が
新

た
に

バ
リ

ア
フ

リ
ー

化
さ

れ
る

無
電

柱
化

に
よ

る
美

し
い

町
並

み
の

形
成

□
対
象
区
間
が
電
線
類
地
中
化
５
ヶ
年
計
画
に
位

置
づ

け
有

り

□
市
街
地
又
は
歴
史
景
観
地
区
（
歴
史
的
風
土
特
別

保
存

区
域

及
び

重
要

伝
統

的
建

造
物

保
存

地
区

）
の

幹
線

道
路

に
お

い
て

新
た
に
無
電
柱
化
を
達
成
す
る

安
全

で
安

心
で

き
る

く
ら

し
の

確
保

■
三
次
医
療
施
設
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
が
見
込
ま
れ

る
伊

予
市

双
海

町
～

県
立

中
央

病
院

 
5
6
 
分

⇒
4
9
 
分

伊
予

市
中

山
町

～
県

立
中

央
病

院
 
7
5
 
分

⇒
6
8
 
分
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３
．

安
全

安
全

な
生

活
環

境
の

確
保

□
現
道
等
に
死
傷
事
故
率
が
5
0
0
件
/
億
台
キ
ロ
以

上
で

あ
る

区
間

が
存

す
る

場
合

に
お

い
て

、
交

通
量

の
減

少
、

歩
道

の
設

置
又

は
線
形
不
良
区
間
の
解
消
等
に
よ
り
、
当
該
区

間
の

安
全

性
の

向
上

が
期

待
で

き
る

■
当
該
区
間
の
自
動
車
交
通
量
が
1
,
0
0
0
台
/
1
2
h
以
上

（
当

該
区

間
が

通
学

路
で

あ
る

場
合

は
5
0
0
台

/
1
2
h
以

上
）

か
つ

歩
行

者
交

通
量
1
0
0
人
/
日
以
上
（
当
該
区
間
が
通
学
路
で
あ

る
場

合
は

学
童

、
園

児
が

4
0
人

/
日

以
上

）
の

場
合

、
又

は
歩

行
者

交
通

量
5
0
0
人
/
日
以
上
の
場
合
に
お
い
て
、
歩
道
が
無
い

又
は

狭
小

な
区

間
に

歩
道

が
設

置
さ

れ
る

歩
道

が
無

い
区

間
に

歩
道

設
置

災
害

へ
の

備
え

□
近
隣
市
へ
の
ル
ー
ト
が
１
つ
し
か
な
く
、
災
害
に

よ
る

１
～

２
箇

所
の

道
路

寸
断

で
孤

立
化

す
る

集
落

を
解

消
す

る

■
対
象
区
間
が
、
都
道
府
県
地
域
防
災
計
画
、
緊
急

輸
送

道
路

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

計
画

又
は

地
震

対
策

緊
急

整
備

事
業

計
画

に
位

置
づ
け
が
あ
る
、
又
は
地
震
防
災
緊
急
事
業
五
ヶ
年

計
画

に
位

置
づ

け
の

あ
る

路
線

（
以

下
「

緊
急

輸
送

道
路

」
と

い
う

）
と

し
て
位
置
づ
け
あ
り

愛
媛

県
地

域
防

災
計

画
に

お
い

て
第

一
次

緊
急

輸
送

道
路

に
指

定

□
緊
急
輸
送
道
路
が
通
行
止
に
な
っ
た
場
合
に
大

幅
な

迂
回

を
強

い
ら

れ
る

区
間

の
代

替
路

線
を

形
成

す
る

□
並
行
す
る
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
代
替
路
線
と

し
て

機
能

す
る

（
A
'
路

線
と

し
て

の
位

置
づ

け
が

あ
る

場
合

）

■
現
道
等
の
防
災
点
検
又
は
震
災
点
検
要
対
策
箇
所

も
し

く
は

架
替

の
必

要
の

あ
る

老
朽

橋
梁

に
お

け
る

通
行

規
制

等
が

解
消

さ
れ
る

伊
予

跨
線

橋

□
現
道
等
の
事
前
通
行
規
制
区
間
、
特
殊
通
行
規

制
区

間
又

は
冬

期
交

通
障

害
区

間
を

解
消

す
る

４
．

環
境

地
球

環
境

の
保

全
●

対
象
道
路
の
整
備
に
よ
り
削
減
さ
れ
る
自
動
車

か
ら

の
C
O
2
排

出
量

C
O
2
 
排

出
削

減
量

：
4
 
千

t
-
C
O
2
/
年

C
O
2
 
排

出
削

減
率

：
0
.
6
％

生
活

環
境

の
改

善
・

保
全

●
現
道
等
に
お
け
る
自
動
車
か
ら
の
N
O
2
排
出
削
減

率
N
O
2
 
排

出
削

減
量

：
7
.
6
t
-
N
O
X
/
年

N
O
2
 
排

出
削

減
率

：
4
4
％

●
現
道
等
に
お
け
る
自
動
車
か
ら
の
S
P
M
排
出
削
減
率

S
P
M
 
排

出
削

減
量

：
0
.
7
t
-
S
P
M
/
年

S
P
M
 
排

出
削

減
率

：
4
4
％

□
現
道
等
で
騒
音
レ
ベ
ル
が
夜
間
要
請
限
度
を
超
過

し
て

い
る

区
間

に
つ

い
て

、
新

た
に

要
請

限
度

を
下

回
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
る
区
間
が
あ
る

□
そ
の
他
、
環
境
や
景
観
上
の
効
果
が
期
待
さ
れ

る

□
関
連
す
る
大
規
模
道
路
事
業
と
一
体
的
に
整
備

す
る

必
要

あ
り

□
他
機
関
と
の
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
位
置
づ
け
ら

れ
て

い
る

そ
の

他
□

そ
の
他
、
対
象
地
域
や
事
業
に
固
有
の
事
情
等

、
以

上
の

項
目

に
属

さ
な

い
効

果
が

見
込

ま
れ

る
地

域
の

産
業

を
支

援
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